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添付資料 2.3.1.5 

安定状態について 

 

「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」時の安定状態

については以下のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却に

より，炉心冠水が維持でき，また，冷却

のための設備がその後も機能維持できる

と判断され，かつ，必要な要員の不足や

資源の枯渇等のあらかじめ想定される事

象悪化のおそれがない場合，安定停止状

態が確立されたものとする。 

 

原子炉格納容器安定状態：炉心冠水後に，設計基準事故対処設

備及び重大事故等対処設備を用いた

原子炉格納容器除熱機能（格納容器

圧力逃がし装置等，残留熱除去系又

は代替循環冷却系）により，格納容

器圧力及び温度が安定又は低下傾向

に転じ，また，原子炉格納容器除熱

のための設備がその後も機能維持で

きると判断され，かつ，必要な要員

の不足や資源の枯渇等のあらかじめ

想定される事象悪化のおそれがない

場合，安定状態が確立されたものと

する。 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水により炉心が冠水し，炉

心の冷却が維持される。そして，事象発生 24 時間以降は常設

代替交流電源設備による交流電源の供給を開始した後，原子炉

減圧し，その後，逃がし安全弁を開維持することで，低圧代替

注水系（常設）による注水継続により，引き続き炉心冠水が維

持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

 

 

 

添付資料 2.3.1.4 

安定状態について（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）時の安定状態については，以下

のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却が

維持可能であり，また，冷却のための設

備がその後も機能維持でき，かつ必要な

要員の不足や資源の枯渇等のあらかじめ

想定される事象悪化のおそれがない場合

に安定停止状態が確立されたものとす

る。 

 

格納容器安定状態 ：炉心冷却が維持された後に，設計基準事

故対処設備及び重大事故等対処設備を用

いた格納容器除熱により格納容器圧力及

び温度が安定又は低下傾向に転じ，また，

格納容器除熱のための設備がその後も機

能維持でき，かつ，必要な要員の不足や

資源の枯渇等のあらかじめ想定される事

象悪化のおそれがない場合に安定状態が

確立されたものとする。 

 

 

 

 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

原子炉隔離時冷却系の原子炉注水により炉心冷却が維持され

る。可搬型代替注水中型ポンプによる原子炉注水の準備完了後，

原子炉を減圧し，可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替

注水系（可搬型）による原子炉注水を実施することで，引き続

き炉心の冷却は維持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

 

 

 

 

添付資料 2.3.1.4  

安定状態について（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ） 

 

「全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」時の安定状態については以下

のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却

により，炉心冠水が維持でき，また，冷

却のための設備がその後も機能維持で

きると判断され，かつ，必要な要員の不

足や資源の枯渇等のあらかじめ想定さ

れる事象悪化のおそれがない場合，安定

停止状態が確立されたものとする。 

 

原子炉格納容器安定状態：炉心冠水後に，設計基準事故対処設

備及び重大事故等対処設備を用いた

原子炉格納容器除熱機能（格納容器

フィルタベント系，残留熱除去系又

は残留熱代替除去系）により，格納

容器圧力及び温度が安定又は低下傾

向に転じ，また，原子炉格納容器除

熱のための設備がその後も機能維持

できると判断され，かつ，必要な要

員の不足や資源の枯渇等のあらかじ

め想定される事象悪化のおそれがな

い場合，安定状態が確立されたもの

とする。 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

原子炉隔離時冷却系による原子炉注水により炉心が冠水し，炉

心の冷却が維持される。そして，事象発生から８時間後に原子

炉減圧し，その後，逃がし安全弁を開維持することで，低圧原

子炉代替注水系（可搬型）による注水継続により，引き続き炉

心冠水が維持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，耐圧強

化ベントを自主設備と

して位置付けている。 

（以降，同様な相違につ

いては記載省略） 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，Ｓ／Ｃ

水温上昇に伴い原子炉

隔離時冷却系の運転継

続ができなくなる前の

事象発生８時間後より
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原子炉格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，事象発生から約 16 時間後に格納容器圧力

逃がし装置等による原子炉格納容器除熱を開始し，常設代替交

流電源設備による交流電源の供給を開始後に代替原子炉補機冷

却系を介した残留熱除去系による原子炉格納容器除熱を開始す

ることで，格納容器圧力及び温度は安定又は低下傾向になり，

格納容器温度は 150℃を下回るとともに，ドライウェル温度は，

低圧注水継続のための逃がし安全弁の機能維持が確認されてい

る 126℃を下回り，原子炉格納容器安定状態が確立される。 

 

なお,除熱機能として格納容器圧力逃がし装置等を使用するが，

実効線量は約 4.9×10-2mSv 以下となり，燃料被覆管破裂は発生

しないため,周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスク

を与えることはなく，敷地境界での実効線量評価は 5mSv を十

分に下回る。 

 

 

 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，また，

必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維持

できる。 

また，残留熱除去系機能を維持し，除熱を行うことによって，

安定状態維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.1 別紙 1 参照） 
 

 

 

 

格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，常設代替高圧電源装置による交流動力電源

の供給開始後に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び

残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格納容

器除熱を実施することで，格納容器圧力及び雰囲気温度は安定

※又は低下傾向となる。格納容器雰囲気温度は 150℃を下回ると

ともに，ドライウェル雰囲気温度は，低圧注水継続のための逃

がし安全弁の機能維持が確認されている 126℃を上回ることは

なく，格納容器安定状態が確立される。 

 

なお，残留熱除去系による格納容器除熱開始後の原子炉注水は，

残留熱除去系（低圧注水系）にて実施する。 

 

 

 

 

 

 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，必

要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

※ 残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）に切り

替えると，原子炉圧力容器からの放熱の影響によりドラ

イウェル雰囲気温度は僅かに上昇傾向となる。ただし，

残留熱除去系による格納容器除熱は確立しており，長期

的には減圧後の原子炉圧力容器温度（100℃程度）より若

干低い温度で平衡状態となることから，この状態も含め

安定傾向とする。 

 

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維

持できる。 

また，残留熱除去系の機能を維持し除熱を継続することで，

安定状態の維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.2 別紙 1） 
 

 

 

 

原子炉格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，常設代替交流電源設備による交流電源の供

給を開始後に残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール水冷却モード）による原子炉

格納容器除熱を実施することで，格納容器圧力及び温度は安定

※又は低下傾向となり，格納容器温度は 150℃を下回るととも

に，ドライウェル温度は，低圧注水継続のための逃がし安全弁

の機能維持が確認されている 126℃を下回り，原子炉格納容器

安定状態が確立される。 

 

なお，残留熱除去系による原子炉格納容器除熱開始後の原子炉

注水は，残留熱除去系（低圧注水モード）にて実施する。 

 

 

 

 

 

 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，また，

必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

※ 残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

に切り替えると，原子炉圧力容器からの放熱の影響によ

りドライウェル温度はわずかに上昇傾向となる。ただし，

残留熱除去系による原子炉格納容器除熱は確立してお

り，長期的には減圧後の原子炉圧力容器温度より低い温

度（100℃程度）で平衡状態となることから，この状態も

含め安定傾向とする。 

 

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維持

できる。 

また，残留熱除去系の機能を維持し，除熱を継続することで，

安定状態の維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.1 別紙１参照） 
 

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器

除熱実施前に格納容器

ベントの実施基準に到

達しないため格納容器

ベントを実施しない。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器

除熱実施前に格納容器

ベントの実施基準に到

達しないため格納容器

ベントを実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 2.3.1.5〕 
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・相違理由は本文参照。 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 2.3.1.6〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

添
付
資
料

2.
3
.
1.
7 

7
日
間
に
お
け
る
水
源
の
対
応
に
つ
い
て
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外

部
電
源
喪
失
＋
D
G
喪
失
））

 

 

添付資料 2.3.1.6 

 

7 日間における水源の対応について 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

1. 水源に関する評価 

① 淡水源（有効水量） 

・西側淡水貯水設備：約 4,300m３ 

 

2. 水使用パターン 

① 可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注水系（可搬

型）による原子炉注水 

事象発生 8 時間 1 分後，西側淡水貯水設備を水源とした可

搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注水系（可搬型）

による原子炉注水を実施する。 

炉心冠水後は，原子炉水位高（レベル８）設定点から原子

炉水位低（レベル３）設定点の範囲で注水する。 

交流動力電源が復旧した後，可搬型代替注水中型ポンプを

用いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水を停止す

る。 

② 可搬型代替注水中型ポンプを用いた代替格納容器スプレイ

冷却系（可搬型）による格納容器冷却 

格納容器圧力が 0.279MPa[gage]に到達する事象発生約 13

時間後，西側淡水貯水設備を水源とした可搬型代替注水中型

ポンプを用いた格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却を実施する。 

交流動力電源が復旧した後，可搬型代替注水中型ポンプを

用いた代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容

器冷却を停止する。 

 

3. 時間評価 

事象発生から可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注

水系（可搬型）による原子炉注水が開始されるまでは，原子炉

隔離時冷却系により原子炉注水を実施するため，西側淡水貯水

設備の水量は減少しない。 
添
付
資
料

2.
3
.1
.
6 

７
日
間
に
お
け
る
水
源
の
対
応
に
つ
い
て
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
長
期
Ｔ
Ｂ
）
）
 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系の水源に

Ｓ／Ｃ水源を使用。 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生後から必要な可搬型

設備を準備し，使用する

ことを想定。 
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事象発生 8時間 1分以降は，可搬型代替注水中型ポンプを用

いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水等を実施する

ため，西側淡水貯水設備の水量は減少する。 

交流動力電源が復旧する事象発生 24 時間以降は，残留熱除去

系による原子炉注水等を実施し，可搬型代替注水中型ポンプを

用いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水等を停止す

るため，西側淡水貯水設備の水量の減少は停止する。 

この間の西側淡水貯水設備の使用水量は合計約 2,130m３であ

る。 

 

第 1図 外部水源による積算注水量 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 

4. 水源評価結果 

時間評価の結果から，7日間の対応において合計約 2,130m３

の水が必要となるが，西側淡水貯水設備に約 4,300m３の水を保

有することから必要水量を確保している。このため，安定して

冷却を継続することが可能である。 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 2.3.1.7〕 
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添
付
資
料

2.
3
.
1.
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7
日
間
に
お
け
る
燃
料
の
対
応
に
つ
い
て
（
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
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外
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源
喪
失
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D
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喪
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添付資料 2.3.1.7 

 

7 日間における燃料の対応について 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 

保守的に全ての設備が，事象発生直後から 7 日間燃料を消費す

るものとして評価する。 

 

添付資料 2.3.1.7 

  

７日間における燃料の対応について 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ） 

 

 

保守的にすべての設備が，事象発生直後から７日間燃料を消費

するものとして評価する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可

能となる原子炉補機冷

却系に期待している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，緊急時

対策所用発電機用の燃

料タンクを有している。

また，モニタリングポス

トは非常用交流電源設

備又は常設代替交流電

源設備による電源供給

が可能である。 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 2.3.1.8〕 
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3
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電
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外
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源
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D
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喪
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添付資料 2.3.1.8 

常設代替交流電源設備の負荷 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 

 

 
 

添付資料 2.3.1.8 

常設代替交流電源設備の負荷 

（全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）） 

 

 
常設代替交流電源設備の負荷積算イメージ 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

常設代替交流電源設

備から電源供給が必要

となる負荷の相違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主要負荷リスト 

電源設備：ガスタービン発電機   定格出力：4,800kW 

起動 

順序 
主要機器 

負荷容量

(kW) 

負荷起動時の 

最大負荷容量

(kW) 

定常時の 

最大負荷容量

(kW) 

① ガスタービン発電機付帯設備 約 111 約 300 約 111 

② 
充電器，非常用照明，非常用ガス処理系，

モニタリング・ポスト他（自動投入負荷） 
約 877 約 1,116 約 988 

③ Ｂ－原子炉補機冷却水ポンプ 約 360 約 1,489 約 1,348 

④ Ｄ－原子炉補機冷却水ポンプ 約 360 約 1,849 約 1,708 

⑤ Ｂ－原子炉補機海水ポンプ 約 410 約 2,303 約 2,118 

⑥ Ｄ－原子炉補機海水ポンプ 約 410 約 2,689 約 2,528 

⑦ Ｃ－残留熱除去ポンプ 約 560 約 3,471 約 3,088 

⑧ Ｂ－残留熱除去ポンプ 約 560 約 4,052 約 3,648 

⑨ Ｂ－中央制御室送風機 約 180 約 4,043 約 3,828 

⑩ Ｂ－中央制御室非常用再循環送風機 約 30 約 3,920 約 3,858 

⑪ Ｂ－中央制御室冷凍機 約 300 約 4,360 約 4,158 

⑫ Ｂ－燃料プール冷却水ポンプ 約 110 約 4,333 約 4,268 

※電源復旧後起動が想定される機器 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 2.3.2 全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

2.3.2 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失

敗 

2.3.2.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」に含まれる事故シーケンスは，

「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に示すとおり，

「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失

敗（RCIC 本体の機能喪失）」である。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」では，全交流動力電源喪失と

同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失することを想定する。

このため，逃がし安全弁による圧力制御に伴う蒸気流出によ

り原子炉圧力容器内の保有水量が減少し，原子炉水位が低下

することから，緩和措置がとられない場合には，原子炉水位

の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，唯一の原子炉注水手段である原子炉隔離時冷

却系が機能喪失したことによって炉心損傷に至る事故シーケ

ンスグループである。このため，重大事故等対策の有効性評

価には，直流電源及び交流電源の電源供給機能に加えて高圧

注水機能に対する重大事故等対処設備に期待することが考え

られる。 

2.3.2 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ） 

2.3.2.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」に含まれる事故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理

及び評価項目の設定」に示すとおり，①「外部電源喪失＋直流

電源失敗※＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」，②「外部電源喪

失＋ＤＧ失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＵ）」及び③「サポー

ト系喪失（直流電源故障）（外部電源喪失）＋ＤＧ失敗＋高圧

炉心冷却失敗（ＴＢＵ）」である。 

※ 直流電源失敗により非常用ディーゼル発電機の起動ができ

なくなる。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基本

的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源喪失又は

原子炉隔離時冷却系の故障が発生することを想定する。このた

め，原子炉隔離時冷却系が機能喪失して原子炉注水ができず，

逃がし安全弁による圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力

容器内の保有水量が減少し，原子炉水位が低下することから，

緩和措置がとられない場合には，原子炉水位の低下により炉心

が露出し，炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した状

態において，直流電源喪失又は機器故障により唯一の原子炉注

水手段である原子炉隔離時冷却系が機能喪失したことによって

炉心損傷に至る事故シーケンスグループである。このため，重

大事故等対策の有効性評価には，直流電源及び交流電源の電源

供給機能に加えて高圧注水機能に対する重大事故等対処設備に

期待することが考えられる。 

2.3.2 全交流動力電源喪失（ＴＢＵ） 

2.3.2.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

に含まれる事故シーケンスは,「1.2 評価対象の整理及び評

価項目の設定」に示すとおり,「外部電源喪失＋交流電源（Ｄ

Ｇ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧炉心冷却失敗」である。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

では，全交流動力電源喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機

能喪失することを想定する。このため，逃がし安全弁による

圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力容器内の保有水量

が減少し，原子炉水位が低下することから，緩和措置がとら

れない場合には，原子炉水位の低下により炉心が露出し，炉

心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，唯一の原子炉注水手段である原子炉隔離時冷

却系が機能喪失したことによって炉心損傷に至る事故シーケ

ンスグループである。このため，重大事故等対策の有効性評

価には，直流電源及び交流電源の電源供給機能に加えて高圧

注水機能に対する重大事故等対処設備に期待することが考え

られる。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直

流電源設備から電源を給電した高圧代替注水系による原子炉

注水によって 24 時間後まで炉心を冷却し，常設代替交流電

源設備による給電及び残留熱除去系（低圧注水モード），低圧

代替注水系（常設）による注水の準備が完了したところで，

逃がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧し，原子炉減

圧後に残留熱除去系（低圧注水モード）により炉心を冷却す

ることによって炉心損傷の防止を図る。 

 

 

 

 

 

また，代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納

容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし装置及び耐圧

強化ベント系による原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直流

電源設備から電源を給電した高圧代替注水系による原子炉注水

によって事象発生約8時間後まで，その後低圧代替注水系（可搬

型）による注水の準備が完了したところで逃がし安全弁の手動

開操作により原子炉を減圧し，原子炉減圧後に低圧代替注水系

（可搬型）による原子炉注水によって事象発生約24時間後まで

炉心を冷却し，常設代替交流電源設備による給電後に残留熱除

去系（低圧注水系）により炉心を冷却することによって炉心損

傷の防止を図る。 

 

 

 

 

また，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール冷却系）による格納容器除熱

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直

流電源設備から電源を給電した高圧原子炉代替注水系による

原子炉注水によって事象発生約8.3時間後まで炉心を冷却し，

その後，逃がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧し，

原子炉減圧後に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子

炉注水によって事象発生24時間30分後まで炉心を冷却し，常

設代替交流電源設備による給電後に残留熱除去系（低圧注水

モード）により炉心を冷却することによって炉心損傷の防止

を図る。 

 

 

 

 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によ

る原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

2.3.2-2



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」における機能喪失に対して，

炉心が著しい損傷に至ることなく，かつ，十分な冷却を可能

とするため，初期の対策として高圧代替注水系による原子炉

注水手段を整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安

全弁を開維持することで，低圧代替注水系（常設）による炉

心冷却を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除

去系（格納容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし装

置等による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これらの対

策の概略系統図を第 2.3.2.1 図から第 2.3.2.4 図に，手順の

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至る

ことなく，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策と

して高圧代替注水系，低圧代替注水系（可搬型）及び逃がし安

全弁（自動減圧機能）による原子炉注水手段を整備し，安定状

態に向けた対策として，逃がし安全弁（自動減圧機能）を開維

持することで，低圧代替注水系（可搬型）による炉心冷却を継

続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，格納容器の健全性を維持するため，安定状態に向けた

対策として代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納

容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）

及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格

納容器除熱手段を整備する。これらの対策の概略系統図を第

 

 

  

 (3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至ることな

く，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策として

高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及

び逃がし安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉注水手段

を整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安全弁（自

動減圧機能付き）を開維持することで，残留熱除去系（低圧

注水モード）による炉心冷却を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器冷

却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これ

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，安定状

態に向けた対策として，

残留熱除去系により原子

炉注水を実施する。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達
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概要を第 2.3.2.5 図に示すとともに，重大事故等対策の概要

を以下に示す。また，重大事故等対策における設備と操作手

順の関係を第 2.3.2.1 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，事象発生 10時間までの 6号及び 7号炉同時の重大事故等

対策に必要な要員は，中央制御室の運転員及び緊急時対策要

員で構成され，合計 28 名である。その内訳は次のとおりであ

る。中央制御室の運転員は，当直長 1 名（6 号及び 7 号炉兼

任），当直副長 2名，運転操作対応を行う運転員 12名である。

発電所構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う緊

急時対策本部要員は 5 名，緊急時対策要員（現場）は 8 名で

ある。 

また，事象発生 10 時間以降に追加で必要な要員は，代替原

子炉補機冷却系作業等を行うための参集要員 46名である。必

要な要員と作業項目について第 2.3.2.6 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2－1 図に，手順の概要を第2.3.2－2 図に示すとともに，

重大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大事故等対策に

おける設備と操作手順の関係を第2.3.2－1 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおいて，

事象発生2時間までの重大事故等対策に必要な要員は，災害対策

要員（初動）24 名である。その内訳は次のとおりである。中央

制御室の運転員は，当直発電長1 名，当直副発電長1 名及び運

転操作対応を行う当直運転員5 名である。発電所構内に常駐し

ている要員のうち，通報連絡等を行う要員は4 名，現場操作を

行う重大事故等対応要員は13 名である。 

 

 

また，事象発生2 時間以降に追加で必要な参集要員は，タン

クローリによる燃料給油操作を行うための重大事故等対応要員

2 名，低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水の調整操作

を行うための重大事故等対応要員2 名並びに代替格納容器スプ

レイ冷却系（可搬型）による格納容器スプレイの系統構成操作

及び流量調整操作を行うための重大事故等対応要員2 名であ

る。必要な要員と作業項目について第2.3.2－3 図に示す。 

 

 

 

なお，重要事故シーケンス以外の事故シーケンスについては，

作業項目を重要事故シーケンスと比較し，必要な要員数を確認

らの対策の概略系統図を第2.3.2.1－1(1)図から第2.3.2.1－

1(3)図に，手順の概要を第2.3.2.1－2図に示すとともに，重

大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大事故等対策に

おける設備と操作手順の関係を第2.3.2.1－1表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，重大事故等対策に必要な要員は，中央制御室の運転員及

び緊急時対策要員で構成され，合計31名である。その内訳は

次のとおりである。中央制御室の運転員は，当直長１名，当

直副長１名，運転操作対応を行う運転員５名である。発電所

構内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う緊急時対

策本部要員は５名，緊急時対策本部要員（現場）は19名であ

る。 

 

必要な要員と作業項目について第2.3.2.1－3図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

・運用及び設備設計の 

相違 

【柏崎 6/7】 

プラント基数，設備設

計及び運用の違いにより

必要要員数は異なるが，

タイムチャートにより要

員の充足性を確認してい

る。なお，これら要員 31

名は夜間・休日を含め発

電所に常駐している要員

である 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 
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a. 全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル

発電機が機能喪失する。これにより所内高圧系統（6.9kV）

の母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムした

ことを確認する。同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失し，

設計基準事故対処設備の注水機能を全て喪失する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

した結果，災害対策要員（初動）24 名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認※１ 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル発電

機等が機能喪失※２する。これにより所内高圧系統（6.9kV）の

母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムする。同

時に直流電源が機能喪失し，これによって原子炉隔離時冷却系

が機能喪失することで，設計基準事故対処設備の注水機能を全

て喪失する。また，全交流動力電源喪失の確認より，低圧代替

注水系（可搬型）の準備を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 直流電源喪失時には平均出力領域計装等による原子炉スク

ラムの確認はできないが，直流電源が失われることで，ス

クラムパイロット電磁弁が無励磁となるため原子炉のスク

ラムに至る。また，原子炉スクラムに失敗している場合に

は逃がし安全弁によるサプレッション・チェンバへの蒸気

放出が頻繁に発生するため，その動作状況から原子炉スク

ラム失敗を推定できるものと考える。 

※2 本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスは

「2.3.2.2炉心損傷防止対策の有効性評価」のとおり，「外

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認 

外部電源が喪失するとともに，すべての非常用ディーゼ

ル発電機等が機能喪失する。これにより非常用高圧母線

（6.9kV）が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムした

ことを確認する。同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失し，

設計基準事故対処設備の注水機能をすべて喪失する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東海第二では，本事故

シーケンスグループ内の

事故シーケンスが複数あ

るため，その他の事故シ

ーケンスに関する要員の

充足性を確認。島根２号

炉及び柏崎 6/7 は重要事

故シーケンス以外の事故

シーケンスはないため記

載なし。 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展
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原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域モニタ等である。 

原子炉隔離時冷却系の機能喪失を確認するために必要な

計装設備は，原子炉隔離時冷却系系統流量計である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 高圧代替注水系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，中央制御

室からの遠隔操作によって高圧代替注水系を手動起動し，

原子炉注水を開始することにより，原子炉水位が回復する。 

 

原子炉水位回復後は，運転員による高圧代替注水系の蒸

気入口弁の手動開閉操作によって炉心を冠水維持可能な範

囲に制御する。なお，原子炉水位の制御に必要な弁の電源

は常設代替直流電源設備から供給される。事象発生から 24 

時間にわたって常設代替直流電源設備により直流電源の供

給は可能である。 

高圧代替注水系による原子炉注水を確認するために必要

な計装設備は，原子炉水位，高圧代替注水系系統流量等で

ある。 

部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

であるが，直流電源喪失により非常用ディーゼル発電機を

起動できなくなり，高圧炉心冷却失敗として高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電機の故障も想定することから，「外

部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

により，必然的に全交流動力電源喪失となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．高圧代替注水系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，中央制御室か

らの遠隔操作によって高圧代替注水系を手動起動し，原子炉注

水を開始することにより，原子炉水位が回復する。 

 

原子炉水位回復後は，運転員による高圧代替注水系蒸気供給

弁の手動開閉操作によって炉心を冠水維持可能な範囲に制御す

る。なお，原子炉水位の制御に必要な弁の電源は常設代替直流

電源設備から供給される。事象発生から24 時間にわたって常設

代替直流電源設備により直流電源の供給は可能である。 

 

高圧代替注水系による原子炉注水を確認するために必要な計

装設備は，原子炉水位（ＳＡ広帯域），高圧代替注水系系統流

量等である。 

 

 

 

 

 

 

原子炉のスクラムを確認するために必要な計装設備は，

平均出力領域計装である。 

原子炉隔離時冷却系の機能喪失を確認するために必要な

計装設備は，原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．高圧原子炉代替注水系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，中央制御

室からの遠隔操作によって高圧原子炉代替注水系を手動起

動し，原子炉注水を開始することにより，原子炉水位が回

復する。 

原子炉水位回復後は，運転員による高圧原子炉代替注水

系の蒸気入口弁の手動開閉操作によって炉心を冠水維持可

能な範囲に制御する。なお，原子炉水位の制御に必要な弁

の電源は常設代替直流電源設備から供給される。事象発生

から24時間にわたって常設代替直流電源設備により直流電

源の供給は可能である。 

高圧原子炉代替注水系による原子炉注水を確認するため

に必要な計装設備は，原子炉水位（広帯域）及び高圧原子

炉代替注水流量等である。 

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，中性子

源領域計装（ＳＲＭ）及

び中間領域計装（ＩＲ

Ｍ），柏崎 6/7 は起動領域

モニタ（ＳＲＮＭ）を採

用している。柏崎 6/7 は，

運転時挿入されているＳ

ＲＮＭにより確認が可能

な設備として，等を記載

しているが，島根２号炉

は，ＳＲＭ及びＩＲＭが

運転時引き抜きのため，

平均出力領域計装（ＡＰ

ＲＭ）により確認するこ

ととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2-6



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

c. 早期の電源回復不能判断及び対応準備 

早期の電源回復不能判断及び対応準備については，

「2.3.1.1(3)c. 早期の電源回復不能判断及び対応準備」と

同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

直流電源喪失により各種制御電源を喪失し，中央制御室から

の電源回復が困難となるため，早期の交流電源回復不可と判断

する。これにより，常設代替交流電源設備の準備を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備については，

「2.3.1.1(3)ｅ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水

準備」と同じ。 

 

ｅ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，「2.3.1.1(3)

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同じ。 

 

 

ｆ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)ｇ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水」

と同じ。 

 

ｇ．代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却 

 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却

については，「2.3.1.1(3)ｈ．代替格納容器スプレイ冷却系（可

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

早期の電源回復不能判断及び対応準備については，

「2.3.1.1(3)c.早期の電源回復不能判断及び対応準備」と

同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｄ．直流電源切替え 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作を実施する前

に，逃がし安全弁用直流電源切替え操作を実施する。 

 

 

 

ｅ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備

については「2.3.1.1(3)e.低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水準備」と同じ。 

 

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，

「2.3.1.1(3)f.逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同

じ。 

 

ｇ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)g.低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水」と同じ。 

 

ｈ．格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却については，「2.3.1.1(3)ｈ.格納容器代替スプレイ

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

島根２号炉は，直流電

源切替え時，逃がし安全

弁の電源を確保するため

に蓄電池を切替える。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達
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d. 格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱 

格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱に

ついては，「2.3.1.1(3)e. 格納容器圧力逃がし装置等によ

る原子炉格納容器除熱」と同じ。 

 

 

 

 

 

e. 逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，

「2.3.1.1(3)f. 逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同

じ。 

 

f. 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)g. 残留熱除去系（低圧注水モード）

による原子炉注水」と同じ。 

 

 

g. 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子

炉格納容器除 

熱残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による

原子炉格納容器除熱については，「2.3.1.1(3)h. 残留熱除

去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子炉格納容

器除熱」と同じ。 

 

 

h. 低圧代替注水系（常設）による原子炉注水 

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)i.低圧代替注水系（常設）による原子炉注水」

と同じ。 

搬型）による格納容器冷却」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｈ．残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)ｉ．残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注

水」と同じ。 

 

 

ｉ．残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除

熱 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除

熱については，「2.3.1.1(3)ｊ．残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系）による格納容器除熱」と同じ。 

系（可搬型）による原子炉格納容器冷却」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｉ．残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱については，「2.3.1.1(3)ｉ.残留熱除去系（格納

容器冷却モード）による原子炉格納容器除熱」と同じ。 

 

j．残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)j.残留熱除去系（低圧注水モード）

による原子炉注水」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

により格納容器スプレイ

を実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 減圧タイミングの相

違。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先す

る。 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 
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2.3.2.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事

故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」

に示すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，全ての非常用

ディーゼル発電機を喪失することで原子炉隔離時冷却系を除

く注水機能を喪失し，その上，原子炉隔離時冷却系を喪失し，

全ての注水機能を喪失する「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗（RCIC 本体の機能喪失）」であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨

界流・差圧流），ECCS 注水（給水系・代替注水設備含む）並

びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構造

材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレイ

冷却，格納容器ベント，サプレッション・プール冷却が重要

現象となる。よって，これらの現象を適切に評価することが

可能である長期間熱水力過渡変化解析コード SAFER，シビア

アクシデント総合解析コード MAAP により原子炉圧力，原子

炉水位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等の

過渡応答を求める。 

 

 

2.3.2.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事故

シーケンスは「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に示

すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，直流電源を喪失する

こと及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機の故障により全

ての非常用ディーゼル発電機等及び全ての注水機能を喪失する

「外部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

である。加えて，評価上，非常用ディーゼル発電機等及び原子

炉隔離時冷却系の機能喪失（本体故障）を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒表

面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃料被

覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向

流及び三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・ボイ

ド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨界

流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設備含む）

並びに格納容器における格納容器各領域間の流動，構造材との

熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレイ冷却及び

サプレッション・プール冷却が重要現象となる。よって，これ

らの現象を適切に評価することが可能である長期間熱水力過渡

変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビアアクシデント総合解析コ

ードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原子炉水位，燃料被覆管温度，

格納容器圧力，格納容器雰囲気温度等の過渡応答を求める。 

 

 

 

2.3.2.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価するうえで選定した重要

事故シーケンスは,「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設

定」に示すとおり,外部電源喪失を起因事象とし，すべての非

常用ディーゼル発電機等を喪失することで原子炉隔離時冷却

系を除く注水機能を喪失し，そのうえ，原子炉隔離時冷却系

の機能喪失（本体故障）を想定し，すべての注水機能を喪失

する「外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）失敗＋高圧

炉心冷却失敗」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨

界流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設備含

む）並びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，

構造材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプ

レイ冷却及びサプレッション・プール冷却が重要現象となる。

よって，これらの現象を適切に評価することが可能である長

期間熱水力過渡変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビアアクシ

デント総合解析コードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原子炉水

位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等の過渡

応答を求める。 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

解析条件の相違による

重要現象の対象の相違。 
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また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第 2.3.2.2 表に示す。また，主要な解析条件につい

て，本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

a. 事故条件 

 (a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

全ての非常用ディーゼル発電機の機能喪失を想定し，

全交流動力電源を喪失するものとする。さらに，原子炉

隔離時冷却系についても機能喪失するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

b. 重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，タービン蒸気加減弁急速閉信号に

よるものとする。 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲

として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間に与

える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び操作時

間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解析

条件を第2.3.2－2 表に示す。また，主要な解析条件について，

本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障等によ

って，外部電源を喪失するものとする。 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

125V 系蓄電池Ａ系及び125V 系蓄電池Ｂ系並びに高圧炉心ス

プレイ系ディーゼル発電機が機能喪失するものとする。これら

により，非常用ディーゼル発電機等及び直流電源を制御電源と

している原子炉隔離時冷却系が機能喪失するものとする。また，

非常用ディーゼル発電機等及び原子炉隔離時冷却系の本体故障

を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象として，

外部電源を喪失するものとしている。 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，原子炉水位低（レベル３）信号によるも

のとする。 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件を第2.3.2.2－1表に示す。また，主要な解析条件につ

いて，本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

すべての非常用ディーゼル発電機等の機能喪失を想定

し，全交流動力電源を喪失するものとする。さらに，原

子炉隔離時冷却系についても機能喪失するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，原子炉水位低（レベル３）信号に

よるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

 

 

 

 

 

・解析条件相違 

【柏崎 6/7】 
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(b) 高圧代替注水系 

運転員による高圧代替注水系の蒸気入口弁の遠隔での

手動開閉操作によって注水する。本評価では設計値であ

る 182m3/h （ 8.12MPa[dif] に お い て ） ～ 114m3/h

（1.03MPa[dif]において）に対し，保守的に 20%減の流

量で注水するものとする。 

 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁の逃がし弁機能にて，原子炉冷却材圧力

バウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。 

 

 

 

また，原子炉減圧には自動減圧機能付き逃がし安全弁（2

個）を使用するものとし，容量として，1 個あたり定格

主蒸気流量の約 5%を処理するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉水位低下を厳しくする観点で，外部電源喪失に伴うタ

ービン蒸気加減弁急閉信号及び原子炉保護系電源喪失による原

子炉スクラムについては保守的に期待しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 高圧代替注水系 

運転員による高圧代替注水系蒸気供給弁の遠隔での手動開閉

操作によって注水する。本評価では設計値である136.7m３／h

（7.86MPa［gage］～1.04MPa［gage］において）の流量で注水

するものとする。 

 

 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁（安全弁機能）にて，原子炉冷却材圧力バウン

ダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。 

 

 

 

また，原子炉減圧には逃がし安全弁（自動減圧機能）（7 個）

を使用するものとし，容量として，1 個当たり定格主蒸気流量

の約6％を処理するものとする。 

 

 

 

 

(d) 低圧代替注水系（可搬型） 

逃がし安全弁による原子炉減圧後に，最大110m３／h にて原子

炉注水し，その後は炉心を冠水維持するように注水する。また，

原子炉注水と格納容器スプレイを同時に実施する場合は，50m3

／h にて原子炉へ注水する。 

 

 

原子炉水位低下を厳しくする観点で，外部電源喪失に

伴うタービントリップによる主蒸気止め弁閉スクラム信

号及び原子炉保護系電源喪失による原子炉スクラムにつ

いては保守的に期待しないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 高圧原子炉代替注水系 

運転員による高圧原子炉代替注水系の蒸気入口弁の遠

隔での手動開閉操作によって注水する。本評価では設計

値である93m3/h（原子炉圧力8.21 MPa[gage]において）

～70m3/h（原子炉圧力0.74MPa[gage]において）に対し，

保守的に20％減の流量で注水するものとする。 

 

(c) 逃がし安全弁 

逃がし安全弁（逃がし弁機能）にて,原子炉冷却材圧力

バウンダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。 

 

 

 

また，原子炉減圧には逃がし安全弁（自動減圧機能付き）

（６個）を使用するものとし，容量として，１個当たり

定格主蒸気流量の約８％を処理するものとする。 

 

 

 

 

(d) 低圧原子炉代替注水系（可搬型） 

逃がし安全弁による原子炉減圧後に，70m3/hの流量に

て原子炉注水し，その後は炉心を冠水維持するように注

水するものとする。また，原子炉注水と格納容器スプレ

イを同時に実施する場合は，30m3/h にて原子炉へ注水す

る。 

 

島根２号炉は，原子炉

水位を厳しくする観点で

スクラム信号を設定。 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，100%バ

イパスプラントのため負

荷遮断でスクラムしない

ため，主蒸気止め弁閉ス

クラムを記載。 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，逃がし

弁機能での圧力制御を想

定している。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，手順上

の弁数を設定。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，圧損を

保守的に評価した流量を

設定。 

・設備設計の相違 
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(d) 残留熱除去系（低圧注水モード） 

残留熱除去系（低圧注水モード）は事象発生から 24 時

間後に手動起動し，954m3/h（0.27MPa[dif]において）の

流量で注水するものとする。 

 

(e) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード） 

逃がし安全弁による原子炉減圧後，原子炉水位を原子

炉水位高（レベル 8）まで上昇させた後に手動起動し，

954m3/h にて原子炉格納容器内にスプレイするものとす

る。また，伝熱容量は，熱交換器 1 基あたり約 8MW（サ

プレッション・チェンバ・プール水温 52℃，海水温度 30℃

において）とする。 

 

 

 

 

(f) 低圧代替注水系（常設） 

残留熱除去系の低圧注水モードから格納容器スプレイ

冷却モード（ドライウェル側のみ）への切替え後に，約

90m3/h にて崩壊熱相当量で原子炉注水し，その後は炉心

を冠水維持する。 

 

 

(g) 格納容器圧力逃がし装置等 

格納容器圧力逃がし装置等により，格納容器圧力

0.62MPa[gage]における最大排出流量 31.6kg/s に対し

て，原子炉格納容器二次隔離弁の中間開操作（流路面積

 

 

 

(e) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型） 

格納容器圧力及び雰囲気温度抑制に必要なスプレイ流量を考

慮し，130m3／h にて格納容器内にスプレイする。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水系） 

残留熱除去系（低圧注水系）は，1,605m３／h（0.14MPa［dif］

において）（最大1,676m３／h）の流量で注水するものとする。 

 

 

(g) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除去系

（サプレッション・プール冷却系） 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させた後に，

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を使用する場合は，

1,692m3／hにて格納容器内にスプレイするものとする。また，

伝熱容量は，熱交換器1 基当たり約43MW（サプレッション・プ

ール水温度100℃，海水温度32℃において）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 格納容器代替スプレイ系（可搬型） 

格納容器圧力及び温度抑制に必要なスプレイ流量を考

慮し，120m3/h にて原子炉格納容器内にスプレイする。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水モード） 

残留熱除去系（低圧注水モード）は，1,136m3/h（0.14MPa

［dif］において）（最大1,193m3/h）の流量で注水するも

のとする。 

 

(g) 残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系

（サプレッション・プール水冷却モード） 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させ

た後に，残留熱除去系（格納容器冷却モード）を使用す

る場合は，1,218m3/hにて原子炉格納容器内にスプレイす

るものとする。また，伝熱容量は，熱交換器１基当たり

約９MW（サプレッション・プール水温度52℃，海水温度

30℃において）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東海第二】 

島根２号炉は，崩壊熱

相当以上の流量を設定。 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，水蒸気

凝縮効果が得られる程度

の液滴径となるスプレイ

流量を設定。 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

隔離時冷却系が機能維持

できる時間として，事象

発生８時間後より低圧原

子炉代替注水系（可搬型）

を用いて注水を実施。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除
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70%開※1）にて原子炉格納容器除熱を実施する。 

※1 操作手順においては，原子炉格納容器除熱は原子炉

格納容器二次隔離弁を流路面積70%相当で中間開操作

するが，格納容器圧力の低下傾向を確認できない場合

は，増開操作を実施する。なお，耐圧強化ベント系を

用いた場合は，格納容器圧力逃がし装置を用いた場合

と比較して，排出流量は大きくなり，格納容器圧力の

低下傾向は大きくなることから，格納容器圧力逃がし

装置を用いた場合の条件に包絡される。 

 

(h) 代替原子炉補機冷却系 

伝熱容量は約 23MW（サプレッション・チェンバ・プー

ル水温 100℃，海水温度 30℃において）とする。 

 

 

 

  

c. 重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操

作時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設

定する。 

(a) 高圧代替注水系による原子炉注水操作は，事象判断の時

間を考慮して事象発生から 10分後に開始するものとし，

操作時間は，原子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，

直流電源喪失時を考慮しても中央制御室内で十分対応可

能と考えられる操作の時間余裕を考慮して 15 分間とす

る。 

 

(b) 交流電源は 24 時間使用できないものとし，事象発生か

ら 24 時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開

始する。 

(c) 格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱

操作は，格納容器圧力が 0.31MPa[gage]に到達した場合

に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操作

時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設定する。 

 

(a) 高圧代替注水系による原子炉注水操作は，事象判断の時間

及び原子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪

失時を考慮しても中央制御室内で十分対応可能と考えられ

る操作の時間余裕を考慮して事象発生から25 分後に開始す

る。 

 

 

(b) 交流電源は24 時間使用できないものとし，事象発生から24 

時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として,「1.3.5 運転員等の操

作時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設

定する。 

(a) 高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操作は，事象

判断の時間を考慮して事象発生から10分後に開始し，原

子炉水位を原子炉水位低（レベル３）から原子炉水位高

（レベル８）の間で維持する。操作時間は，原子炉隔離

時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪失時を考慮

しても中央制御室内で十分対応可能と考えられる操作の

時間余裕を考慮して10分間とする。 

(b) 交流電源は24時間使用できないものとし，事象発生か

ら24時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開始

する。 

 

 

 

 

 

 

 

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

  

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを
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(d) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，事象発生か

ら 24時間後に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e) 代替原子炉補機冷却系運転操作は，事象発生から 24 時

間後に開始する。 

 

 

 

 

(c) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，余裕時間を確

認する観点で事象発生の8 時間後に低圧代替注水系（可搬

型）の準備が完了するものとし，原子炉急速減圧操作に要す

る時間を考慮して，事象発生から8 時間1 分後に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷

却操作は，格納容器圧力が0.279MPa［gage］に到達した場合

に実施する。なお，格納容器スプレイは，残留熱除去系（低

圧注水系）による原子炉注水を開始する前に停止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

(c) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，サプレッ

ション・プール水温度が100℃に到達する事象発生から約

8.3時間後に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(d) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却操作は，格納容器圧力が384kPa［gage］に到達した

場合に実施する。なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）

による原子炉格納容器冷却は，残留熱除去系（格納容器冷

却モード）による原子炉格納容器除熱を開始する前に停止

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施しない。 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

格納容器スプレイ実施

基準圧力の相違。 

・運用の相違・解析条件

の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能
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(f) 代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（低圧注水

モード）の起動操作は，事象発生から 24 時間後に開始す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(g) 低圧代替注水系（常設）起動操作は，事象発生から 24

時間後に開始する。なお，サプレッション・チェンバ・

プール水位が真空破壊装置-1m に到達した場合，低圧代

替注水系（常設）による原子炉注水を停止する。 

 

 

 

(h) 代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納容器

スプレイ冷却モード）の起動操作は，事象発生から約 25

 

 

 

(e) 残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水操作及び残

留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱

操作は，常設代替交流電源設備による交流電源の供給開始後

に，残留熱除去系の起動操作に要する時間を考慮して，事象

発生から24 時間10 分後に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(e)  残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水操

作及び残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子

炉格納容器除熱操作は，常設代替交流電源設備による交

流電源の供給開始後に，残留熱除去系の起動操作に要す

る時間を考慮して，事象発生から24 時間30 分後に実施

する。 

 

 

 

 

 

(f) 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水操

作は，残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子

炉格納容器除熱開始後に，原子炉水位が原子炉水位低（レ

ベル３）に到達した場合に開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根 2 号炉は，準備時

間を踏まえて設定。 

 

・運用及び解析条件の相

違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 
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時間後に開始する。 

（添付資料 2.3.2.1） 

 

 

 

(3) 有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条件 

有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条件は，

「2.3.1.2(3) 有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条

件」と同じ。 

 

 

 

 

 

(4) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※2，注水流量，逃がし安全

弁からの蒸気流量，原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.2.7 図から第 2.3.2.12 図に，燃料被覆管温度，高出力燃

料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイド率の推

移を第 2.3.2.13 図から第 2.3.2.15 図に，格納容器圧力，格

納容器温度，サプレッション・チェンバ・プール水位及び水

温の推移を第 2.3.2.16 図から第 2.3.2.19 図に示す。 

 

※2 シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ

二相水位を示しているため，シュラウド外の水位より，

見かけ上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系

の起動信号となる原子炉水位計（広帯域）の水位及び

運転員が炉心冠水状態において主に確認する原子炉水

位計（広帯域・狭帯域）の水位は，シュラウド外の水

位であることから，シュラウド内外の水位を併せて示

す。なお，水位が有効燃料棒頂部付近となった場合に

は，原子炉水位計（燃料域）にて監視する。6 号炉の

原子炉水位計（燃料域）はシュラウド内を，7 号炉の

原子炉水位計（燃料域）はシュラウド外を計測してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※，注水流量，逃がし安全弁

からの蒸気流量及び原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.2－4 図から第2.3.2－9 図に，燃料被覆管温度，高出力燃

料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイド率の推移

を第2.3.2－10 図から第2.3.2－12 図に，格納容器圧力，格納

容器雰囲気温度，サプレッション・プール水位及びサプレッシ

ョン・プール水温度の推移を第2.3.2－13 図から第2.3.2－16 

図に示す。 

※ シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ二相

水位を示しているため，シュラウド外の水位より，見かけ

上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系の起動信号

となる原子炉水位（広帯域）の水位及び運転員が炉心冠水

状態において主に確認する原子炉水位（広帯域），原子炉

水位（狭帯域）の水位は，シュラウド外の水位であること

から，シュラウド内外の水位を併せて示す。なお，水位が

燃料有効長頂部付近となった場合には，原子炉水位（燃料

域）にて監視する。原子炉水位（燃料域）はシュラウド内

を計測している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※，注水流量，逃がし安全弁

からの蒸気流量及び原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.2.2－1(1)図から第2.3.2.2－1(6)図に，燃料被覆管温度，

高出力燃料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイ

ド率の推移を第2.3.2.2－1(7)図から第2.3.2.2－1(9)図に，

格納容器圧力，格納容器温度，サプレッション・プール水位

及びサプレッション・プール水温度の推移を第2.3.2.2－

1(10)図から第2.3.2.2－1(13)図に示す。 

※ シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ

二相水位を示しているため，シュラウド外の水位よ

り，見かけ上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷

却系の起動信号となる原子炉水位（広帯域）の水位及

び運転員が炉心冠水状態において主に確認する原子

炉水位（広帯域・狭帯域）の水位は，シュラウド外の

水位であることから，シュラウド内外の水位を併せて

示す。なお，水位が燃料棒有効長頂部付近となった場

合には，原子炉水位（燃料域）にて監視する。原子炉

水位（燃料域）はシュラウド内を計測している。 

 

 

 

 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・評価方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は敷地境界

での実効線量評価は，格

納容器フィルタベント系

を実施し，ベント時間が

最短である「2.6ＬＯＣＡ

時注水機能喪失」におい

て実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2-16



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

a. 事象進展 

全交流動力電源喪失後，タービン蒸気加減弁急速閉信号

が発生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位低（レ

ベル 2）で原子炉隔離時冷却系の自動起動に失敗した後，

高圧代替注水系を手動起動することにより原子炉水位は維

持される。再循環ポンプについては，外部電源喪失により，

事象発生とともに 10 台全てがトリップする。 

 

 

 

 

事象発生から 24 時間経過した時点で，常設代替交流電

源設備による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御

室からの遠隔操作により逃がし安全弁2 個を手動開するこ

とで，原子炉の急速減圧を実施し，原子炉減圧後に残留熱

除去系（低圧注水モード）による原子炉注水を開始する。

原子炉の急速減圧を開始すると，原子炉冷却材の流出によ

り原子炉水位は低下するが，残留熱除去系（低圧注水モー

ド）による原子炉注水が開始され，原子炉水位が回復する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内

で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に流入す

ることで，格納容器圧力及び温度は徐々に上昇する。 

 

 

ａ．事象進展 

全交流動力電源喪失後，原子炉水位低（レベル３）信号が発

生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位異常低下（レベ

ル２）で原子炉隔離時冷却系の自動起動に失敗した後，高圧代

替注水系を手動起動することにより原子炉水位は維持される。

再循環系ポンプについては，外部電源喪失により，事象発生と

ともに2 台全てがトリップする。 

 

 

 

 

事象発生から約8 時間後に低圧代替注水系（可搬型）の準備

が完了し，その後，中央制御室からの遠隔操作により逃がし安

全弁（自動減圧機能）7 個を手動開することで，原子炉の急速

減圧を実施し，原子炉減圧後に低圧代替注水系（可搬型）によ

る原子炉注水を開始する。原子炉の急速減圧を開始すると，原

子炉冷却材の流出により原子炉水位は低下するが，低圧代替注

水系（可搬型）による原子炉注水が開始され，原子炉水位が回

復する。 

（添付資料2.3.2.1，2.3.2.2） 

 

 

 

 

 

 

事象発生から24 時間経過した時点で，常設代替交流電源設備

による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御室からの遠

隔操作により残留熱除去系（低圧注水系）を起動し，原子炉注

水を開始することで，その後も原子炉水位は適切に維持される。 

 

 

 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内で崩

壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入することで，格納

容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上昇する。 

 

 

ａ．事象進展 

全交流動力電源喪失後，原子炉水位低（レベル３）信号

が発生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位低（レ

ベル２）で原子炉隔離時冷却系の自動起動に失敗した後，

高圧原子炉代替注水系を手動起動することにより原子炉水

位は維持される。再循環ポンプについては，外部電源喪失

により，事象発生とともに２台すべてがトリップする。 

（添付資料2.3.2.1） 

 

 

 

事象発生から約8.3時間経過した時点で，中央制御室から

の遠隔操作により逃がし安全弁（自動減圧機能付き）６個

を手動開することで，原子炉の急速減圧を実施し，原子炉

減圧後に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注

水を開始する。原子炉の急速減圧を開始すると，原子炉冷

却材の流出により原子炉水位は低下するが，低圧原子炉代

替注水系（可搬型）による原子炉注水が開始され，原子炉

水位が回復する。 

 

 

 

 

 

 

 

事象発生から24時間経過した時点で，常設代替交流電源

設備による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御室

からの遠隔操作により残留熱除去系（格納容器冷却モード）

を起動し原子炉格納容器除熱を開始するが，原子炉水位が

原子炉水位低（レベル３）まで低下した場合に，残留熱除

去系（低圧注水モード）に切り替え，原子炉注水を開始す

ることで，その後も原子炉水位は適切に維持される。 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内

で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に流入す

ることで，格納容器圧力及び温度は徐々に上昇する。 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子炉

水位を厳しくする観点で

スクラム信号を設定。 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 再循環ポンプの個数の

相違。 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，手順上

の弁数を設定。 

 

 

 

・運用及び解析条件の相

違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先し，

格納容器除熱開始後Ｌ３
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そのため，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納

容器除熱を行う。原子炉格納容器除熱は，事象発生から約

16 時間経過した時点で実施する。なお，原子炉格納容器除

熱時のサプレッション・チェンバ・プール水位は，真空破

壊装置（約 14m）及びベントライン（約 17m）に対して，十

分に低く推移するため，真空破壊装置の健全性は維持され

る。 

常設代替交流電源設備による電源供給を開始した後は，

ベントラインを閉じて，代替原子炉補機冷却系を介した残

留熱除去系による原子炉格納容器除熱を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第 2.3.2.13 図に示すとおり，

初期値をわずかに上回る約 311℃となるが，1,200℃以下と

なる。また，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる

前の燃料被覆管厚さの 1%以下であり，15%以下となる。 

 

原子炉圧力は，第 2.3.2.7 図に示すとおり，逃がし安全

弁の作動により，約 7.52MPa[gage]以下に抑えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのため，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却を行い，常設代替交流電源設備による交流電源の供

給を開始した後は残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）に

よる格納容器除熱を行う。格納容器除熱は，事象発生から約24 

時間経過した時点で実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第2.3.2－10 図に示すとおり，初

期値（約309℃）を上回ることはなく，1,200℃以下となる。ま

た，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる前の燃料被覆

管厚さの1％以下であり，15％以下となる。 

 

原子炉圧力は，第2.3.2－4 図に示すとおり，逃がし安全弁（安

全弁機能）の作動により，約8.16MPa［gage］ 以下に抑えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのため，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原

子炉格納容器冷却を行い，常設代替交流電源設備による交

流電源の供給を開始した後は残留熱除去系（格納容器冷却

モード）による原子炉格納容器除熱を行う。原子炉格納容

器除熱は，事象発生から24時間30分経過した時点で実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第2.3.2.2－1(7)図に示すとお

り，初期値（約309℃）を上回ることなく，1,200℃以下と

なる。また，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる

前の燃料被覆管厚さの１％以下であり，15％以下となる。 

 

原子炉圧力は第2.3.2.2－1(1)図に示すとおり，逃がし安

全弁（逃がし弁機能）の作動により，約7.74MPa[gage]以下

に抑えられる。 

 

 

 

に到達した場合に残留熱

除去系（低圧注水モード）

に切替え，原子炉注水を

実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

・解析条件の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，逃がし

弁機能での圧力制御を想

定している。 
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原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧

力と原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約 0.3MPa）を考

慮しても，約 7.82MPa[gage]以下であり，最高使用圧力の

1.2 倍（10.34MPa[gage]）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力

容器内で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に

流入することによって，格納容器圧力及び温度は徐々に上

昇するが，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱を行うことによって，原子炉格納容器バウンダリに

かかる圧力及び温度の最大値は，約 0.31MPa[gage]及び約

146℃に抑えられ，原子炉格納容器の限界圧力及び限界温度

を下回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.8 図に示すとおり，高圧代替注水系による注水

継続により炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧力と

原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約0.3MPa）を考慮しても，

約8.46MPa［gage］以下であり，最高使用圧力の1.2 倍（10.34MPa

［gage］）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器

内で崩壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入することに

よって，格納容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上昇するが，代

替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却及び

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱

を行うことによって，格納容器バウンダリにかかる圧力及び温

度の最大値は，約0.28MPa［gage］及び約141℃に抑えられ，格

納容器の限界圧力及び限界温度を下回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2.3.2－5 図に示すとおり，低圧代替注水系（可搬型）によ

る注水継続により炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧

力と原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約0.3MPa）を考

慮しても，約8.04MPa[gage]以下であり，最高使用圧力の1.2

倍（10.34MPa[gage]）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力

容器内で崩壊熱により発生する蒸気が原子炉格納容器内に

流入することによって，格納容器圧力及び温度は徐々に上

昇するが，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却と残留熱除去系（格納容器冷却モード）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

による原子炉格納容器除熱を行うことによって，格納容器

バウンダリにかかる圧力及び温度の最大値は，それぞれ約

384kPa[gage]及び約151℃に抑えられ，原子炉格納容器の限

界圧力及び限界温度を下回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(2)図に示すとおり，高圧原子炉代替注水

系及び低圧原子炉代替注水系（可搬型）による注水継続に

より炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原子

炉代替注水系が機能維持

できる時間として，事象

発生約 8.3 時間後より低

圧原子炉代替注水系（可

搬型）を用いて注水を実

施。 
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その後は，約 16 時間後に格納容器圧力逃がし装置等に

よる原子炉格納容器除熱を開始し，さらに代替原子炉補機

冷却系を介した残留熱除去系による原子炉格納容器除熱を

実施することで安定状態が確立し，また，安定状態を維持

できる。 

（添付資料 2.3.1.5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格納容器圧力逃がし装置等による格納容器ベント時の敷

地境界での実効線量の評価結果は，事象発生から格納容器

圧力逃がし装置等の使用までの時間が本事象と同等である

「2.3.1 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）」

の実効線量の評価結果と同等となり，5mSv を下回ることか

ら，周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与

えることはない。 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目

の設定」に示す(1)から(4)の評価項目及び周辺の公衆に対

して著しい放射線被ばくのリスクを与えないことについ

て，対策の有効性を確認した。 

その後は，約24 時間後に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却系）による格納容器除熱を実施することで安定状態が確立し，

また，安定状態を維持できる。 

（添付資料2.3.2.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目の

設定」に示す(1)から(4)の評価項目について，対策の有効性を

確認した。 

 

その後は，24 時間 30 分後に残留熱除去系（格納容器冷

却モード）による原子炉格納容器除熱を実施することで安

定状態が確立し，また，安定状態を維持できる。 

（添付資料2.3.2.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項

目の設定」に示す(1)から(4)の評価項目について，対策の

有効性を確認した。 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱除

去系による格納容器除熱

実施前に格納容器ベント

の実施基準に到達しない

ため格納容器ベントを実

施しない。 
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2.3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗で

は，全交流動力電源喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失

することが特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象発生か

ら 12 時間程度までの短時間に期待する操作及び事象進展に有意

な影響を与えると考えられる操作として，高圧代替注水系による

原子炉注水操作，格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱操作及び代替原子炉補機冷却系運転操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間の余裕を評価するものとする。 

全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）では，全交流動力電源

喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失することが特徴であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進展に

有意な影響を与えると考えられる操作として，高圧代替注水系に

よる原子炉注水操作，逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作（低

圧代替注水系（可搬型）の準備操作含む。）及び代替格納容器ス

プレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

2.3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）では，全交流動力電源喪失と同

時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失することが特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進展に

有意な影響を与えると考えられる操作として，高圧原子炉代替注

水系による原子炉注水操作，逃がし安全弁による原子炉急速減圧

操作，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器

冷却操作とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，事象発

生から 12 時間までの操

作に限らず，事象進展に

有意な影響を与えると考

えられる操作を抽出。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 
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(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおける解析コードにおける重要現

象の不確かさの影響評価については，「2.3.1.3(1) 解析コー

ドにおける重要現象の不確かさの影響評価」と同じ。 

（添付資料 2.3.2.2） 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

a. 初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条

件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件は，第 2.3.2.2 表に示すとおりであり，それらの条件

設定を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。

また，解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラ

メータに対する余裕が小さくなるような設定があることか

ら，その中で事象進展に有意な影響を与えると考えられる

項目に関する影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の 44.0kW/m に

対して最確条件は約 42kW/m 以下であり，解析条件の不確

かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに

低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃料被覆管

温度を操作開始の起点としている運転員等操作はないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度 33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなることから，格納容器圧力及び

温度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容器圧力に応

じて格納容器ベントを実施すること）に変わりはないこ

 

 

 

 

 

 

(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおける解析コードにおける重要現象

の不確かさの影響評価については，「2.3.1.3 (1) 解析コード

における重要現象の不確かさの影響評価」と同じ。 

（添付資料2.3.2.4） 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条件 

 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条件

は，第2.3.2－2 表に示すとおりであり，それらの条件設定を設

計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。また，解析条

件の設定に当たっては，評価項目となるパラメータに対する余

裕が小さくなるような設定があることから，その中で事象進展

に有意な影響を与えると考えられる項目に関する影響評価の結

果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m に対し

て最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析条件の不確か

さとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の上昇は緩

和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに低圧注水に移行

すること）に変わりはなく，燃料被覆管温度を操作開始の起点

としている運転員等操作はないことから，運転員等操作時間に

与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度33GWd

／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的燃焼度約

31GWd／tであり，解析条件の不確かさとして，最確条件とした

場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小さくなるため，

発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の低下は緩和され，

それに伴う原子炉冷却材の放出も少なくなることから，格納容

器圧力及び雰囲気温度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容

器圧力に応じて格納容器スプレイを実施すること）に変わりは

ないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 (1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおける解析コードにおける重要現

象の不確かさの影響評価については，「2.3.1.3(1) 解析コー

ドにおける重要現象の不確かさの影響評価」と同じ。 

（添付資料 2.3.2.3） 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器

条件は，第 2.3.2.2－1 表に示すとおりであり，それらの条

件設定を設計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。

また，解析条件の設定に当たっては，評価項目となるパラ

メータに対する余裕が小さくなるような設定があることか

ら，その中で事象進展に有意な影響を与えると考えられる

項目に関する影響評価の結果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の 44.0kW/m に

対して最確条件は約 40.6kW/m 以下であり，解析条件の不

確かさとして,最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに

低圧注水に移行すること）に変わりはなく，燃料被覆管

温度を操作開始の起点としている運転員等操作はないこ

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度 33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなることから，格納容器圧力及び

温度の上昇が遅くなるが，操作手順(格納容器圧力に応じ

て格納容器スプレイを実施すること)に変わりはないこ

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

 

 

 

 

・実績値の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 
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とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器容積（ウェットウェル）の空間部及び液相部，サプ

レッション・チェンバ・プール水位，格納容器圧力及び

格納容器温度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を

与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，

運転員等操作時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさと

して，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設

計値）の保守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後

の操作として冠水維持可能な注水量に制御するが，注水

後の流量調整操作であることから，運転員等操作時間に

与える影響はない。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

代替注水系（常設）は，解析条件の不確かさとして，実

際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の

保守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の操作と

して冠水維持可能な注水量に制御するが，注水後の流量

調整操作であることから，運転員等操作時間に与える影

響はない。 

（添付資料 2.3.2.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納容器体

積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液相部，サプレ

ッション・プール水位，格納容器圧力並びに格納容器雰囲気温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，事象

進展に与える影響は小さいことから，運転員等操作時間に与え

る影響は小さい。 

 

 

 

 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさとして，

実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保守

性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の操作として冠水

維持可能な注水量に制御するが，注水後の流量調整操作である

ことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替注水系

（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際の注水量が解

析より多い場合（注水特性（設計値）の保守性），原子炉水位

の回復は早くなる。冠水後の操作として冠水維持可能な注水量

に制御するが，注水後の流量調整操作であることから，運転員

等操作時間に与える影響はない。 

（添付資料2.3.2.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

とから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，サプ

レッション・プール水位，格納容器圧力及び格納容器温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，

事象進展に与える影響は小さいことから，運転員等操作

時間に与える影響は小さい。 

 

 

 

 

 

機器条件の高圧原子炉代替注水系は,解析条件の不確

かさとして，実際の注水量が解析より多い場合（注水特

性（設計値）の保守性），原子炉水位の回復は早くなる。

冠水後の操作として冠水維持可能な注水量に制御する

が，注水後の流量調整操作であることから，運転員等操

作時間に与える影響はない。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

原子炉代替注水系（可搬型）は,解析条件の不確かさとし

て，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計

値）の保守性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の

操作として冠水維持可能な注水量に制御するが，注水後

の流量調整操作であることから，運転員等操作時間に与

える影響はない。 

(添付資料 2.3.2.3) 

 

 

 

 

 

 

 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・整理方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，サプレ

ッション・チェンバの空

間部及び液相部のゆらぎ

を，サプレッション・プ

ール水位のゆらぎで代表

させていることから，記

載していない。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水
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(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の 44.0kW/m に

対して最確条件は約 42kW/m 以下であり，解析条件の不確

かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の

上昇は緩和されるが，原子炉水位は有効燃料棒頂部を下

回ることなく，炉心は冠水維持されるため，燃料被覆管

の最高温度は初期値をわずかに上回る約 311℃となるこ

とから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度 33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及び温度の上

昇は遅くなるが，格納容器圧力及び温度の上昇は格納容

器ベントにより抑制されることから，評価項目となるパ

ラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納

容器容積（ウェットウェル）の空間部及び液相部，サプ

レッション・チェンバ・プール水位，格納容器圧力及び

格納容器温度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を

与え得るが，事象進展に与える影響は小さいことから，

評価項目に与える影響は小さい。 

 

 

 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさと

して，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設

 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m に対し

て最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析条件の不確か

さとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の上昇は緩

和されるが，原子炉水位はおおむね燃料有効長頂部を下回るこ

となく，炉心はおおむね冠水維持されるため，燃料被覆管の最

高温度は初期値の約309℃以下となることから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度33GWd

／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的燃焼度約

31GWd／tであり，解析条件の不確かさとして，最確条件とした

場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小さくなるため，

発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の低下は緩和され，

それに伴う原子炉冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及

び雰囲気温度の上昇は遅くなるが，格納容器圧力及び雰囲気温

度の上昇は格納容器スプレイにより抑制されることから，評価

項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納容器体

積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液相部，サプレ

ッション・プール水位，格納容器圧力並びに格納容器雰囲気温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，事象

進展に与える影響は小さいことから，評価項目となるパラメー

タに与える影響は小さい。 

 

 

 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさとして，

実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保守

 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の 44.0kW/m に

対して最確条件は約 40.6kW/m 以下であり，解析条件の不

確かさとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度

の上昇は緩和されるが，原子炉水位は燃料棒有効長頂部

を下回ることなく，炉心は冠水維持されるため，燃料被

覆管の最高温度は初期値（約 309℃）を上回ることはな

いことから，評価項目となるパラメータに与える影響は

ない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼

度 33GWd/t に対応したものとしており，その最確条件は

平均的燃焼度約 30GWd/t であり，解析条件の不確かさと

して，最確条件とした場合は，解析条件で設定している

崩壊熱よりも小さくなるため，発生する蒸気量は少なく

なり，原子炉水位の低下は緩和され，それに伴う原子炉

冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及び温度の上

昇は遅くなるが，格納容器圧力及び温度の上昇は格納容

器スプレイにより抑制されることから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，サプ

レッション・プール水位，格納容器圧力及び格納容器温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，

事象進展に与える影響は小さいことから，評価項目に与

える影響は小さい。 

 

 

 

 

機器条件の高圧原子炉代替注水系は，解析条件の不確

かさとして，実際の注水量が解析より多い場合(注水特性

を実施。 

 

 

 

・実績値の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

・実績値の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の最確条件

を記載。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・整理方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，サプレ

ッション・チェンバの空

間部及び液相部のゆらぎ

を，サプレッション・プ

ール水位のゆらぎで代表

させていることから，記

載していない。 
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計値）の保守性），原子炉水位の回復が早くなることから，

評価項目となるパラメータに対する余裕が大きくなる。 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

代替注水系（常設）は，解析条件の不確かさとして，実

際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の

保守性），原子炉水位の回復が早くなることから，評価項

目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.2.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，

「要員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有

無」及び「操作の確実さ」の 6 要因に分類し，これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また，運

転員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータ

に与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，

解析上の操作開始時間として事象発生から 25 分後を設

定している。運転員等操作時間に与える影響として，原

子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪失

時を考慮しても中央制御室内で十分対応可能と考えられ

る操作の時間として設定していることから，操作開始時

間は解析上の設定よりも早まる可能性があり，原子炉注

水の開始時間も早まることから，運転員等操作時間に対

する余裕は大きくなる。 

 

性），原子炉水位の回復が早くなることから，評価項目となる

パラメータに対する余裕が大きくなる。 

 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替注水系

（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際の注水量が解

析より多い場合（注水特性（設計値）の保守性），原子炉水位

の回復が早くなることから，評価項目となるパラメータに対す

る余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.2.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，「要

員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有無」

及び「操作の確実さ」の6 要因に分類し，これらの要因が運転

員等操作時間に与える影響を評価する。また，運転員等操作時

間に与える影響が評価項目となるパラメータに与える影響を評

価し，評価結果を以下に示す。 

 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，解析上

の操作開始時間として事象発生から25 分後を設定している。運

転員等操作時間に与える影響として，原子炉隔離時冷却系の機

能喪失のみならず，直流電源喪失時を考慮しても中央制御室内

で十分対応可能と考えられる操作の時間として設定しているこ

とから，操作開始時間は解析上の設定よりも早まる可能性があ

り，原子炉注水の開始時間も早まることから，運転員等操作時

間に対する余裕は大きくなる。 

 

 

(設計値)の保守性)，原子炉水位の回復が早くなることか

ら，評価項目となるパラメータに対する余裕が大きくな

る。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧

原子炉代替注水系（可搬型）は，解析条件の不確かさと

して，実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設

計値）の保守性），原子炉水位の回復が早くなることから，

評価項目となるパラメータに対する余裕は大きくなる。 

(添付資料 2.3.2.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして,操作の不確かさを「認知」,

「要員配置」,「移動」,「操作所要時間」,「他の並列操作

有無」及び「操作の確実さ」の６要因に分類し,これらの要

因が運転員等操作時間に与える影響を評価する。また,運転

員等操作時間に与える影響が評価項目となるパラメータに

与える影響を評価し，評価結果を以下に示す。 

 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

操作条件の高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操

作は，解析上の操作開始時間として事象発生から 20 分後

を設定している。運転員等操作時間に与える影響として，

原子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪

失時を考慮しても中央制御室内で十分対応可能と考えら

れる操作の時間として設定していることから，操作開始

時間は解析上の設定よりも早まる可能性があり，原子炉

注水の開始時間も早まることから，運転員等操作時間に

対する余裕は大きくなる。また，当該操作は中央制御室

で行う操作であり，他の操作との重複もないことから，

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

交互に実施する。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 
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操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，解析

上の操作開始時間として事象発生から8 時間1 分後を設定して

いる。運転員等操作時間に与える影響として，認知時間，低圧

代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備の操作時間及び逃

がし安全弁の操作時間は，時間余裕を含めて設定していること

から，実態の操作開始時間は解析上の操作開始時間より早まる

可能性があるが，原子炉急速減圧操作を実施するまでの間は高

圧代替注水系による原子炉注水が維持されることから，原子炉

水位維持の観点で問題とならない。 

 

 

 

 

 

 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作は，解析上の操作開始時間として格納容器圧力

0.279MPa［gage］到達時を設定している。運転員等操作時間に

与える影響として，実態の運転操作においては，格納容器スプ

レイの操作実施基準（格納容器圧力0.279MPa［gage］）に到達

するのは，事象発生の約13 時間後であり，代替格納容器スプレ

イ冷却系（可搬型）の準備操作は格納容器圧力及び雰囲気温度

の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ操作が可能である。 

 

また，格納容器スプレイ操作も同様に格納容器圧力及び雰囲

気温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可能であ

る。よって，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等で

あり，操作開始時間に与える影響は小さいことから，運転員等

操作時間に与える影響も小さい。操作開始時間が遅れた場合に

おいても，格納容器の限界圧力は0.62MPa［gage］であることか

ら，格納容器の健全性という点では問題とはならない。当該操

作は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く。）の不確か

さにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室の

運転員とは別に現場操作を行う要員を配置しており，他の操作

との重複もないことから，他の操作に与える影響はない。 

（添付資料2.3.2.4） 

他の操作に与える影響はない。 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，解析上の操作開始時間として事象発生から約 8.3 時

間後を設定している。運転員等操作時間に与える影響と

して，低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注

水のための準備操作は,事象発生から２時間 30 分後まで

に実施できることから解析での設定に対して十分な余裕

があり，サプレッション・プール水温度を確認し，逃が

し安全弁の手動開により原子炉を減圧することにより原

子炉注水を開始することから，実態の原子炉減圧時間は

解析上の設定と同等であり，運転員等操作時間に与える

影響は小さい。当該操作は，解析コード及び解析条件（操

作条件を除く）の不確かさにより操作開始時間が遅れる

可能性があるが，原子炉減圧開始時点では他の操作との

重複もないことから，他の操作に与える影響はない。 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却操作は，解析上の操作開始時間とし

て格納容器圧力384kPa［gage］到達時を設定している。

運転員等操作時間に与える影響として，実態の運転操作

においては，格納容器スプレイの操作実施基準（格納容

器圧力384kPa［gage］）に到達するのは，事象発生の約19

時間後であり，格納容器代替スプレイ系（可搬型）の準

備操作は格納容器圧力及び温度の上昇の傾向を監視しな

がらあらかじめ実施可能である。 

また，格納容器スプレイ操作も同様に格納容器圧力及

び温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可

能である。よって，実態の操作開始時間は解析上の設定

とほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さい

ことから，運転員等操作時間に与える影響も小さい。操

作開始時間が遅れた場合においても，格納容器の限界圧

力は 853kPa［gage］であることから，格納容器の健全性

という点では問題とはならない。当該操作は，解析コー

ド及び解析条件（操作条件を除く。）の不確かさにより操

作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室の運転

員とは別に現場操作を行う要員を配置しており，他の操

作との重複もないことから，他の操作に与える影響はな

い。 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

逃がし安全弁による原子

炉急速減圧操作を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

格納容器スプレイ実施

基準圧力の相違。 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【東海第二】 
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操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格

納容器除熱操作は，解析上の操作開始時間として格納容

器圧力 0.31MPa［gage］到達時を設定している。運転員

等操作時間に与える影響として，実態の運転操作におい

ては，炉心損傷前の格納容器ベントの操作実施基準（格

納容器圧力 0.31MPa［gage］）に到達するのは，事象発生

の約 16 時間後であり，格納容器ベントの準備操作は格納

容器圧力及び温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじ

め操作が可能である。 

また，格納容器ベント操作も同様に格納容器圧力及び

温度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可能

である。よって，実態の操作開始時間は解析上の設定と

ほぼ同等であり，操作開始時間に与える影響は小さいこ

とから，運転員等操作時間に与える影響も小さい。操作

開始時間が遅れた場合においても，原子炉格納容器の限

界圧力は 0.62MPa［gage］であることから，原子炉格納

容器の健全性という点では問題とはならない。当該操作

は，解析コード及び解析条件（操作条件を除く）の不確

かさにより操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央

制御室の運転員とは別に現場操作を行う運転員（現場）

を配置しており，他の操作との重複もないことから，他

の操作に与える影響はない。 

 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作は，解析上

の操作開始時間として事象発生から 24 時間後を設定し

ている。運転員等操作時間に与える影響として，代替原

子炉補機冷却系の準備は，緊急時対策要員の参集に 10時

間，その後の作業に 10 時間の合計 20 時間を想定してい

るが，準備操作が想定より短い時間で完了することで操

作開始時間が早まる可能性があることから，運転員等操

作時間に対する余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.2.2） 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，

運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，運転員

等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上

 (添付資料 2.3.2.3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操

作は，運転員等操作時間に与える影響として，実態の操

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 
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時間は解析上の設定よりも早くなる可能性があるが，操

作開始時間が早くなった場合においても原子炉水位が有

効燃料棒頂部を下回らないことから，評価項目となるパ

ラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格

納容器除熱操作は，運転員等操作時間に与える影響とし

て，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であ

ることから，評価項目となるパラメータに与える影響は

小さい。 

 

 

 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作は，運転員

等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は

解析上の設定から早まり，格納容器圧力及び温度を早期

に低下させる可能性があることから，評価項目となるパ

ラメータに対する余裕は大きくなる。なお，常設代替交

流電源設備からの受電を事象発生から 24 時間後に制限

する場合，代替原子炉補機冷却系運転操作開始時間のみ

が早まったとしても，常設代替交流電源設備から受電す

の設定よりも早くなる可能性があるが，操作開始時間が早くな

った場合においても原子炉水位が燃料有効長頂部を下回らない

ことから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，運転

員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析

上の設定よりも早くなる可能性があるが，低圧代替注水系（可

搬型）による原子炉注水に移行するまでの期間は高圧代替注水

系により原子炉注水が確保されていることから，評価項目とな

るパラメータに与える影響はない。 

 

 

 

 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作は，運転員等操作時間に与える影響として，実

態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であることから，

評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

 

（添付資料2.3.2.4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作開始時間は解析上の設定よりも早くなる可能性がある

が，操作開始時間が早くなった場合においても原子炉水

位が燃料棒有効長頂部を下回らないことから，評価項目

となるパラメータに与える影響はない。 

 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

は，運転員等操作時間に与える影響として，実態の操作

開始時間は解析上の設定と同等であり，高圧原子炉代替

注水系から低圧原子炉代替注水系（可搬型）への注水手

段切替えが評価項目となるパラメータに与える影響は小

さい。 

 

 

 

 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却操作は，運転員等操作時間に与える

影響として，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ

同等であることから，評価項目となるパラメータに与え

る影響は小さい。 

（添付資料 2.3.2.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

逃がし安全弁による原子

炉急速減圧操作を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 
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る設備を運転できないため，評価項目となるパラメータ

に影響しない。 

（添付資料 2.3.2.2） 

(3) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作について

は，事象発生から 50 分後（操作開始時間の 25 分程度の時間

遅れ）までに高圧代替注水系による注水が開始できれば，燃

料被覆管の最高温度は約 859℃となり 1,200℃を下回ること

から，炉心の著しい損傷は発生せず，評価項目を満足するこ

とから，時間余裕がある。 

操作条件の格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容

器除熱操作については，格納容器ベント開始までの時間は事

象発生から約 16 時間あり，準備時間が確保できることから，

(3) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点から，

評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確認でき

る範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下に示す。 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作について

は，事象発生から39 分後（操作開始時間の14 分程度の時間遅

れ）までに高圧代替注水系による注水が開始できれば，炉心の

冠水はおおむね維持することができ，炉心の著しい損傷は発生

せず，評価項目を満足することから，時間余裕がある。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作について

は，低圧代替注水系（可搬型）の準備完了後に実施するもので

あり，評価上は余裕時間を確認する観点で事象発生の8 時間後

に準備が完了するものとしているが，低圧代替注水系（可搬型）

の準備に要する時間は事象初期の状況判断から170 分程度であ

り，準備時間が確保できることから，時間余裕がある。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作については，格納容器スプレイ開始までの時間

は事象発生から約13時間あり，準備時間が確保できることから，

時間余裕がある。 

（添付資料2.3.2.4，2.3.2.5） 

(3) 操作時間余裕の把握

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点か

ら，評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確

認できる範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下

に示す。 

第 2.3.2.3－1(1)図から第 2.3.2.3－1(3)図に示すとおり，

操作条件の高圧原子炉代替注水系による原子炉注水操作につ

いては，事象発生から 60 分後（操作開始時間の 40 分程度の

時間遅れ）までに高圧原子炉代替注水系による注水が開始で

きれば，燃料被覆管の最高温度は約 859℃となり 1,200℃を下

回ることから，炉心の著しい損傷は発生せず，評価項目を満

足することから，時間余裕がある。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作につい

ては，高圧原子炉代替注水系から低圧原子炉代替注水系（可

搬型）への注水手段切替えのための逃がし安全弁手動開操作

までは約 8.3 時間の時間余裕がある。 

操作条件の格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子

炉格納容器冷却操作については，格納容器スプレイ開始まで

の時間は事象発生から約19時間あり，準備時間が確保できる

ことから，時間余裕がある。 

（添付資料 2.3.2.3，2.3.2.4） 

・記載の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉では，本文

に解析結果図を掲載。 

・解析条件の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7，東海第二】 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

逃がし安全弁による原子

炉急速減圧操作を実施。 

・解析結果の相違

【東海第二】 

・解析結果の相違

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱
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時間余裕がある。また，格納容器ベント操作開始時間が遅れ

る場合においても，格納容器圧力は 0.31MPa［gage］から上

昇するが，格納容器圧力の上昇は緩やかであるため，原子炉

格納容器の限界圧力 0.62MPa［gage］に至るまでの時間は，

過圧の観点で厳しい「3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷

（格納容器過圧・過温破損）」においても事象発生約 38 時間

後であり，約 20 時間以上の準備時間が確保できることから，

時間余裕がある。 

 

操作条件の代替原子炉補機冷却系運転操作については，事

象想定として常設代替交流電源設備からの受電を事象発生か

ら 24時間後としており，代替原子炉補機冷却系運転開始まで

の時間は，事象発生から 24 時間あり，準備時間が確保できる

ことから，時間余裕がある。 

（添付資料 2.3.2.2） 

 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ま と め 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメー

タに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，解析

コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与える影

響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラメータに

与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパラメータに

対して，対策の有効性が確認できる範囲内において，操作時間

には時間余裕がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) まとめ 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲とし

て，運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメ

ータに与える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，

解析コード及び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与

える影響等を考慮した場合においても，評価項目となるパラ

メータに与える影響は小さい。このほか，評価項目となるパ

ラメータに対して，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間には時間余裕がある。 

 

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

2.3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋RCIC 失敗」において，6号及び 7号炉同時

の重大事故等対策時における事象発生 10 時間までに必要な

要員は，「2.3.2.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとおり 28名

である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」で

説明している運転員，緊急時対策要員等の 72 名で対処可能で

ある。 

 

 

 

2.3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」において，重大事故等対策時における事象発生2 時間

までに必要な要員は，「2.3.2.1(3) 炉心損傷防止対策」に示す

とおり24 名である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評

価結果」で説明している災害対策要員（初動）の39 名で対処可

能である。 

 

 

 

 

2.3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

において，重大事故等対策時における必要な要員は，

「2.3.2.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとおり31名である。

「6.2重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」で説明して

いる運転員，緊急時対策要員等の45名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ
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また，事象発生 10 時間以降に必要な参集要員は 46 名であ

り，発電所構外から 10 時間以内に参集可能な要員の 106 名で

確保可能である。 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋RCIC 失敗」において，必要な水源，燃料及

び電源は，「6.1(2) 資源の評価条件」の条件にて評価してい

る。その結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 水源 

高圧代替注水系及び低圧代替注水系（常設）による原子

炉注水に必要な水量は，「2.3.1.4(2)a. 水源」の必要水量

とほぼ同じであり，必要な水源は確保可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生2 時間以降に必要な参集要員は6 名であり，

発電所構外から2 時間以内に参集可能な要員の72 名で確保可

能である。 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2) 資

源の評価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．水 源 

高圧代替注水系及び低圧代替注水系（可搬型）による原子

炉注水並びに代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による

格納容器冷却スプレイに必要な水量は，「2.3.1.4(2)ａ．水

源」の必要水量とほぼ同じであり，必要な水源は確保可能で

ある。 

（添付資料2.3.2.6） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」

において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2)資源の評

価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．水源 

高圧原子炉代替注水系及び低圧原子炉代替注水系（可搬

型）による原子炉注水並びに格納容器代替スプレイ系（可

搬型）による格納容器スプレイに必要な水量は，

「2.3.1.4(2)ａ．水源」の必要水量と同じであり，必要な

水源は確保可能である。 

 

 

 

 

 

シーケンスグループとし

て整理している。 

・運用及び体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能できる。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

・設備設計及び運用の相

違  

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 
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b. 燃料 

「2.3.1.4(2)b. 燃料」と同じであり，常設代替交流電源

設備による電源供給，可搬型代替注水ポンプ（A-2 級）に

よる復水貯蔵槽への給水，代替原子炉補機冷却系の運転，5

号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設備による電

源供給及びモニタリング・ポスト用発電機による電源供給

について，7 日間の継続が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. 電源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故

対策等に必要な負荷として，6号炉で約 1,284kW，7 号炉で

約 1,294kW 必要となるが，常設代替交流電源設備は連続定

格容量が 1 台あたり 2,950kW であり，必要負荷に対しての

電源供給が可能である。 

また，5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所用可搬型電源設

備及びモニタリング・ポスト用発電機についても，必要負

荷に対しての電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を

想定しても，事象発生後 24 時間の直流電源供給が可能であ

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃 料 

「2.3.1.4(2)ｂ．燃料」と同じであり，常設代替交流電源

設備（常設代替高圧電源装置5 台）による電源供給，可搬型

代替注水中型ポンプ（2台）による原子炉注水及び格納容器ス

プレイ及び緊急時対策所用発電機による電源供給について，7 

日間の継続が可能である。 

（添付資料2.3.2.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電 源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故等

対策に必要な負荷として，約4,510kW 必要となるが，常設代

替交流電源設備（常設代替高圧電源装置5 台）は連続定格容

量が約5,520kW であり，必要負荷に対しての電源供給が可能

である。 

また，緊急時対策所用発電機についても，必要負荷に対し

ての電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を想

定しても，事象発生後24 時間の直流電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

 

ｂ．燃料 

「2.3.1.4(2)ｂ．燃料」と同じであり，常設代替交流電

源設備による電源供給，低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる格納容器スプレイ及び緊急時対策所用発電機による電

源供給について，７日間の継続が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．電源 

「2.3.1.4(2)ｃ．電源」と同じであり，必要負荷に対し

ての電源供給が可能である。 

 

 

 

また，緊急時対策所用発電機についても，必要負荷に対

しての電源供給が可能である。 

 

 

 

 

 

 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を

想定しても，事象発生後 24 時間の直流電源供給が可能であ

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，モニタ

リングポストの電源は非

常用交流電源設備又は常

設代替交流電源設備の電

源負荷に含まれる。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，長期Ｔ

Ｂシナリオにて記載。 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

モニタリングポストは

非常用交流電源設備又は

常設代替交流電源設備に

よる電源供給が可能であ

る。 
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る。 

（添付資料 2.3.1.2,2.3.1.9） 

 

（添付資料2.3.2.8） 

る。 

（添付資料 2.3.1.2，2.3.1.8） 

 

 

2.3.2.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源喪失

＋DG喪失）＋RCIC 失敗」では，全交流動力電源喪失と同時に原子

炉隔離時冷却系が機能喪失することで，原子炉水位の低下により

炉心が露出し，炉心損傷に至ることが特徴である。事故シーケン

スグループ｢全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC

失敗｣に対する炉心損傷防止対策としては，初期の対策として高圧

代替注水系による原子炉注水手段，安定状態に向けた対策として

残留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧代替注水系（常設）に

よる原子炉注水手段，代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去

系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子炉格納容器除熱手

段及び格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱手段

を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.5 結 論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢ

Ｕ）」では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源喪失又は原子

炉隔離時冷却系の故障が発生し，これにより原子炉隔離時冷却系

が機能喪失することで，原子炉水位の低下により炉心が露出し，

炉心損傷に至ることが特徴である。事故シーケンスグループ「全

交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）」に対する炉心損傷防 

止対策としては，初期の対策として高圧代替注水系，低圧代替注

水系（可搬型）及び逃がし安全弁（自動減圧機能）による原子炉

注水手段，安定状態に向けた対策として残留熱除去系（低圧注水

系）による原子炉注水手段，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬

型）による格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）

による格納容器除熱手段を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」で

は，全交流動力電源喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失

することで，原子炉水位の低下により炉心が露出し，炉心損傷に

至ることが特徴である。事故シーケンスグループ「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」に対する炉心損傷防止対策としては，初期の対

策として高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）

及び逃がし安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉注水手段，

安定状態に向けた対策として残留熱除去系（低圧注水モード）に

よる原子炉注水手段，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による

原子炉格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器冷却モー

ド）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

による原子炉格納容器除熱手段を整備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

2.3.2-33



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

事故シーケンスグループ｢全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋

DG 喪失）＋RCIC 失敗｣の重要事故シーケンス「全交流動力電源喪

失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗（RCIC 本体の機能喪失）」

について有効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧代替注水系による原子炉注水，残

留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧代替注水系（常設）によ

る原子炉注水，逃がし安全弁による原子炉減圧，代替原子炉補機

冷却系を介した残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）に

よる原子炉格納容器除熱，格納容器圧力逃がし装置等による原子

炉格納容器除熱を実施することにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢ

Ｕ）」の重要事故シーケンス「外部電源喪失＋直流電源失敗＋高

圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」について有効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧代替注水系による原子炉注水，低

圧代替注水系（可搬型）及び残留熱除去系（低圧注水系）による

原子炉注水，逃がし安全弁（自動減圧機能）による原子炉減圧，

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却並び

に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除去系（サ

プレッション・プール冷却系）による格納容器除熱を実施するこ

とにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の

重要事故シーケンス「外部電源喪失＋交流電源（ＤＧ－Ａ，Ｂ）

失敗＋高圧炉心冷却失敗」について有効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧原子炉代替注水系による原子炉注

水，低圧原子炉代替注水系(可搬型)及び残留熱除去系（低圧注水

モード）による原子炉注水，逃がし安全弁（自動減圧機能付き）

による原子炉減圧，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原

子炉格納容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器冷却モード）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）による

原子炉格納容器除熱を実施することにより，炉心損傷することは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施しない。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

・設備設計及び運用の相

違  

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 
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その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかかる圧力及

び温度は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持でき

る。 

なお，格納容器圧力逃がし装置等の使用による敷地境界での実

効線量は，周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与

えることはない。 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運転

員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与え

る影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内におい

て，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合でも

一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策要員

にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可

能である。 

以上のことから，高圧代替注水系等による原子炉注水，格納容器

圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱等の炉心損傷防止対

策は，選定した重要事故シーケンスに対して有効であることが確

認でき，事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電

源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，格納容器バウンダリにかかる圧力及び温度

は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運

転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与

える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内にお

いて，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合で

も一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，災害対策要員にて確保可能

である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

以上のことから，高圧代替注水系等による原子炉注水，残留熱

除去系（格納容器スプレイ冷却系）等による格納容器除熱等の炉

心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに対して有効で

あることが確認でき，事故シーケンスグループ「全交流動力電源

喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかかる圧力及

び温度は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運

転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与

える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内にお

いて，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合で

も一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策要員

にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可

能である。 

以上のことから，高圧原子炉代替注水系等による原子炉注水，残

留熱除去系（格納容器冷却モード）等による原子炉格納容器除熱

等の炉心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに対して

有効であることが確認でき，事故シーケンスグループ「全交流動

力電源喪失（ＴＢＵ）」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 
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 島根２号炉は，ＴＢＤ

シナリオを 2.3.3 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 
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第 2.3.2.1 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（1/4） 

（原子炉注水） 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（2/4） 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（1／3） 

（高圧代替注水系による原子炉注水段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（2／3） 

（低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び代替格納容器

スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却段階） 

 

 

 

第 2.3.2.1－1(1)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の重大事

故等対策の概略系統図（原子炉注水） 

 

 

 

 

第 2.3.2.1－1(2)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の重大事

故等対策の概略系統図 

（原子炉減圧，原子炉注水及び原子炉格納容器冷却） 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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第 2.3.2.3 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（3/4） 

（原子炉急速減圧，原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

  

 

 

 

 

第 2.3.2.4 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋RCIC 失敗」の重大事故等対策の概略系統図（4/4） 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（3／3） 

（残留熱除去系による原子炉注水及び格納容器除熱段階） 

 

 

第 2.3.2.1－1(3)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の重大事

故等対策の概略系統図 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2-38



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備  考 
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差異理由は，島根２号炉

「2.3.2.1－2図 「全交

流動力電源喪失（ＴＢ

Ｕ）」の対応手順の概要」

の備考欄参照。 
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 
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差異理由は，島根２号炉

「2.3.2.1－2図 「全交

流動力電源喪失（（ＴＢ

Ｕ）」の対応手順の概要」

の備考欄参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ②
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島根原子力発電所 ２号炉 備  考 
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・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

①島根２号炉は，逃がし

安全弁による原子炉急速

減圧操作を実施する前

に，逃がし安全弁用直流

電源切替え操作を実施す

る。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

①島根２号炉は，直流電

源切替え操作を記載。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

②島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

③島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

④島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 ② ①
 

①
 

③ ①
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備  考 

 

第 2.3.2.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」の作業と所要時間（1/2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2-42



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備  考 

 

 

第 2.3.2.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋RCIC 失敗」の作業と所要時間（2/2） 

 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 

 

 

第 2.3.2－3 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）の作業と所要時間（1／2） 

 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備  考 

 

第 2.3.2－3 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）の作業と所要時間（2／2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.2.1-3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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島根原子力発電所 ２号炉 備  考 

 

第 2.3.2.1-3 図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」の作業と所要時間 

・解析結果の相違に基づく差異。 

・設備設計・手順に基づく想定

時間の差異。 

・解析上考慮しない操作を含め

て実際に実施する操作につい

て要員の充足性を確認（ただ

し，事前に対応する要員を定

めることが難しい機能回復操

作を除く）。 

・体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，シミュレータ

訓練等において，中央制御室の

対応を１名にて実施可能なこと

を確認している。 
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第 2.3.2.7 図 原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.8 図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

 

 

第 2.3.2－4 図 原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2－5 図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(1)図 原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(2)図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

①高圧原子炉代替注水

系による注水開始以降

の原子炉水位維持範囲

の違いにより，柏崎 6/7

では，炉心上部プレナム

水位が一時的に満水位

置を下回る結果となっ

ている。 

 

 

【東海第二】 

②原子炉減圧の弁数及

び原子炉注水特性の相

違に起因する原子炉水

位の低下，回復速度の相

違。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

① 

① 
② 

② 
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第 2.3.2.9 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.10 図 注水流量の推移 

 

 

第 2.3.2－6 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－7 図 注水流量の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(3)図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(4)図 注水流量の推移 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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第 2.3.2.11 図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.12 図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－8 図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2－9 図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

 

   

第 2.3.2.2－1(5)図 逃がし安全弁からの蒸気流量の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(6)図 原子炉圧力容器内の保有水量の推移 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

①原子炉減圧に使用する

弁数の違いによる蒸気流

量の差異。 

 

 

 

 

 

 

 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②原子炉減圧に使用する

弁数及び原子炉注水特性

の違いによる保有水量の

減少量の相違。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

① 

① 

② ② 

② 

2.3.2-49



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備  考 

 

  

第 2.3.2.13 図 燃料被覆管温度の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.14 図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

 

 

第 2.3.2－10 図 燃料被覆管温度の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2－11 図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

 

  

第 2.3.2.2－1(7)図 燃料被覆管温度の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(8)図 高出力燃料集合体のボイド率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

原子炉減圧に使用する

弁数の違いによりボイド

率が相違する。 
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第 2.3.2.15 図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.16 図 格納容器圧力の推移 

 

 

第 2.3.2－12 図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－13 図 格納容器圧力の推移 

 

   

第 2.3.2.2－1(9)図 炉心下部プレナム部のボイド率の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(10)図 格納容器圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

①原子炉減圧に使用する

弁数の違いにより柏崎

6/7 及び島根２号炉は，

ボイド率が低めとなる。 

 

 

 

 

 

【柏崎 6/7，東海第二】 

②島根２号炉は，単位熱

出力当たりの格納容器空

間部体積が大きい。東海

第二及び島根２号炉は，

格納容器スプレイ実施基

準到達により格納容器ス

プレイを実施する。 

 

【柏崎 6/7】 

③解析時間の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

① 
① 

② 

② 

③ 

③ 
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第 2.3.2.17 図 格納容器気相部温度の推移 

 

 

 

 

第 2.3.2.18 図 サプレッション・チェンバ・プール水位の推移 

 

 

第 2.3.2－14 図 格納容器雰囲気温度の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－15 図 サプレッション・プール水位の推移 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(11)図 格納容器温度の推移 

 

 

 

 

 

第 2.3.2.2－1(12)図 サプレッション・プール水位の推移 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

①東海第二及び島根２号

炉は，格納容器スプレイ

実施基準到達により格納

容器スプレイを実施す

る。 

 

【柏崎 6/7】 

②解析時間の相違 

 

 

 

 

【柏崎 6/7】 

③東海第二及び島根２号

炉は，外部水源を用いた

格納容器代替スプレイを

実施するため，サプレッ

ション・プール水位が上

昇する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 

① 

① 

① 

② 

② 

② 

② 

③ 

③ 
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第 2.3.2.19 図 サプレッション・チェンバ・プール水温の推移 

 

 

 

第 2.3.2－16 図 サプレッション・プール水温度の推移 

 

 

  

第 2.3.2.2－1(13)図 サプレッション・プール水温度の推移 

 

 

 

  

第 2.3.2.3－1(1)図 事象発生 60分後に注水を開始したケースに

おける原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

①解析時間の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・島根２号炉では，高圧

原子炉代替注水系の注水

開始が遅れた場合の解析

結果を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ① 
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第 2.3.2.3－1(2)図 事象発生 60分後に注水を開始したケースに

おける原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

  

第 2.3.2.3－1(3)図 事象発生 60分後に注水を開始したケースに

おける燃料被覆管温度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・島根２号炉では，高圧

原子炉代替注水系の注水

開始が遅れた場合の解析

結果を掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・島根２号炉では，高圧

原子炉代替注水系の注水

開始が遅れた場合の解析

結果を掲載。 
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表
 全

交
流
動
力
電
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喪
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Ｔ
Ｂ
Ｄ
，
Ｔ
Ｂ
Ｕ
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時
に
お
け
る
重
大
事
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等
対
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に
つ
い
て
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第
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1
表
 
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）」

の
重
大
事
故

等
対
策
に
つ
い
て
（
１
／
３
）
 

 
 

本文比較表に記載の差異

以外で主要な差異につい

て記載。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

①島根２号炉は，既許可

の対象設備を重大事故等

対処設備として位置付け

るものを明確化してい

る。 

【東海第二】 

②島根２号炉は，重大事

故等時に設計基準対象施

設としての機能を期待す

る設備を「重大事故等対

処設備（設計基準拡張）」

と位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
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１
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５
）
 

 
 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

①条件設定は同じだが，

通常運転時の熱的制限値

を設定していることを明

確に記載。 

【東海第二】 

②条件設定は同じだが，

設定プロセスが異なり，

平衡炉心サイクル末期の

炉心平均燃焼度に対し

て，ばらつきとして 10％

の保守性を考慮し設定 

③柏崎 6/7 及び島根２号

炉は，格納容器容積（サ

プレッション・チェンバ）

及びサプレッション・プ

ール水位の解析条件を通

常水位で設定。東海第二

は圧力抑制効果を厳しく

する観点で，通常運転時

のサプレッション・プー

ル水位の下限値を設定。 
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・解析条件の相違 

【東海第二】 

④島根２号炉において

も，通常運転時の格納容

器温度はドライウェル冷

却機にて制御されてお

り，条件設定の考え方と

しては同様。 
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・解析条件の相違 

【東海第二】 

⑤柏崎 6/7 及び島根２号

炉は，逃がし安全弁１個

当たりの蒸気流量をグラ

フに記載。 
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・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 添付資料 2.3.2.1〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

添付資料 2.3.2.1 

 

全交流動力電源喪失時において高圧代替注水系の 24 時間運

転継続に期待することの妥当性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価「全交流動力電源喪失（以下「SBO」という。）」で

は，高圧代替注水系（以下「HPAC」という。）を用いた事象発生

から 24 時間の原子炉注水に期待している。 

 

 

 

 

HPAC が起動から24 時間運転を継続するために必要な直流電

源は，AM 用直流 125V 蓄電池より供給され，その容量は「添付

資料 2.3.1.2」にて確認している。 

 

 

なお，HPAC の系統構成の概略を図 1 に示す。 

 

直流電源の容量以外にも，事故時にはサプレッション・チェ

ンバ（以下「S/C」という。）の圧力及び水温の上昇や中央制御

室・HPAC ポンプ室の温度上昇が HPAC の運転継続に影響するこ

とも考えられるため，ここではそれらの影響についても確認し

た（表 1参照）。 

添付資料 2.3.2.2 

 

全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時における高圧代替

注水系の 8時間継続運転が可能であることの妥当性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価の全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）では，

約 8時間の高圧代替注水系を用いた原子炉注水に期待してい

る。 

 

 

第 1 図及び第 2図に高圧代替注水系の系統構成概略を示す。 

 

高圧代替注水系の起動から約 8時間の継続運転のために代替

直流電源を必要とする設備として，計測制御設備及び電動弁が

あるが，これらに電源供給が可能であることは添付資料2.3.2.1

にて確認している。 

 

 

 

事故時には代替直流電源の容量以外にも，サプレッション・

プール水温度の上昇や常設高圧代替注水系ポンプ室温度及び中

央制御室温度の上昇が，高圧代替注水系の運転継続に影響する

ことも考えられるため，その影響についても確認した。（第 1表

参照） 

添付資料 2.3.2.1 

 

全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）時において高圧原子炉代替注

水系の８時間運転継続に期待することの妥当性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効性評価「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」では，高圧原子

炉代替注水系（以下「ＨＰＡＣ」という。）を用いた８時間の原

子炉注水に期待している。 

 

 

 

 

ＨＰＡＣが起動から８時間運転を継続するために必要な直流

電源は，ＳＡ用115V系蓄電池より供給され，その容量は「添付

資料2.3.1.1」にて確認している。 

 

 

図１にＨＰＡＣの系統構成の概略を示す。 

 

事故時には直流電源の容量以外にもサプレッション・チェンバ

の圧力及び水温の上昇や中央制御室，Ｃ－ＲＨＲポンプ室の温

度上昇がＨＰＡＣの運転継続に影響することも考えられるた

め，ここではそれら影響についても確認した（表１参照）。 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉の HPAC ポ

ンプは水源が S/C のた

め，S/C の水温が上昇し

た場合，HPAC ポンプを

停止する運用としてい

る。このため，HPAC の

運転継続は８時間とし

ている。 

柏崎 6/7 の HPAC ポン

プは水源が CSP であり，

S/C の水温上昇の影響

を受けないため，HPAC

の 24 時間継続運転が可

能。（以下，①の相違） 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違。 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違。 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

設置場所の相違。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

表 1 に記載したそれぞれの要因は，HPAC の 24 時間運転継続

の制約とならないことから，本有効性評価において HPAC に期

待することは妥当と考える。 

以 上 

第 1表に記載したそれぞれの要因は高圧代替注水系の約 8時

間継続運転上の制約とならないことから，本有効性評価におい

てこの機能に期待することは妥当であると考える。 

 

表１に記載したそれぞれの要因はＨＰＡＣの８時間運転継続

の制約とならないことから，本有効性評価においてＨＰＡＣに

期待することは妥当と考える。 

以 上 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違。 
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・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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図
１
 
高
圧
代
替
注
水
系
系
統
概
略
図
 

 

第 1図 高圧代替注水系系統概要図 

 

 

図
１
 Ｈ

Ｐ
Ａ
Ｃ
系
統
概
要
図
 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 
 

 

 

 

第 3図 サプレッション・プール水温度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ サプレッション・プール水温度の推移 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

  

第
2
図
 
常
設
高
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水
系
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周
り
系
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図
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

添付資料 2.3.2.1 補足資料 

 

全交流動力電源喪失時における HPAC ポンプ室の温度上昇につい

て 

 

1.温度上昇の評価 

（1）評価の流れ 

全交流動力電源喪失時には換気空調系による除熱が行わ

れないため，評価対象の部屋の温度変化は，タービンや配

管などの室内の熱源から受ける熱量（室内熱負荷）と隣の

部屋への放熱（躯体放熱）のバランスによって決定される。 

ここでは，添付資料 2.3.1.3 補足資料と同様の方法を用

いて HPAC ポンプ室の温度を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 2.3.2.2 補足資料 

 

全交流動力電源喪失時（ＴＢＤ，ＴＢＵ）における 

高圧代替注水系ポンプ室の室温評価について 

 

1. 温度上昇の評価方法 

(1) 評価の流れ 

全交流動力電源喪失時には換気空調系による除熱が行われ

ないため，評価対象の部屋の温度変化は，室内の機器や配管

などの熱源や評価対象の部屋よりも室温が高い隣の部屋（上

下階含む。）から受ける熱量（室内外発熱負荷）と評価対象の

部屋よりも室温が低い隣の部屋（上下階含む。）への放熱（躯

体放熱）のバランスによって決定される。（第 4図参照） 

換気空調系停止後，室温が上昇を始め，室温が評価対象の

部屋の躯体温度以上になれば評価対象の部屋から躯体への放

熱が始まり，温度上昇は抑制される。 

 

 

第 4 図 室温評価における温度分布と熱の移動の概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料2.3.2.1 補足資料 

 

全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）時におけるＣ－ＲＨＲポンプ室の

室温評価について 

 

1. 温度上昇の評価方法 

(1) 評価の流れ 

全交流動力電源喪失時には，換気空調系による除熱が行われ

ないため，評価対象の部屋の温度変化は，タービンや配管など

の室内の熱源から受ける熱量（室内熱負荷）と隣の部屋への放

熱（躯体放熱）のバランスによって決定される。 

ここでは，添付資料2.3.1.2 補足資料と同様の方法を用いて

Ｃ－ＲＨＲポンプ室の温度を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 
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（2）評価条件 

評価条件を以下にまとめる。 

・評価対象とする部屋の条件 ：表1，表2参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価対象の部屋に隣接する部屋の温度 

：一般エリア40℃ 

：S/C 138℃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評価条件 

評価条件を以下にまとめる。 

① 常設高圧代替注水系ポンプ室の条件  

・初期室温：40℃（夏季設計温度） 

・容  積：692m３ 

・熱 容 量：715kJ／℃ 

（保守的に室内機器分の鉄熱容量は考慮

せず，上記容積分の空気熱容量のみを

考慮する。） 

・発熱負荷：第 2 表参照。また，発熱負荷の内訳を第

3表に示す。 

 

第 2 表 常設高圧代替注水系ポンプ室 発熱負荷 

 
 

 

第3表 常設高圧代替注水系ポンプ室 発熱負荷内訳 

 

 

② 常設高圧代替注水系ポンプ室に隣接する部屋の温度 

第 4表に隣接する部屋の温度条件を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評価条件 

評価条件を以下にまとめる。 

ａ．評価対象とする部屋の条件：表１参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．評価対象の部屋に隣接する部屋の温度 

・一般エリア   ：40℃ 

・トーラス室 ：75℃（有効性評価全交流動

力電源喪失時の想定温度） 

・その他二次格納施設内 ：66℃ 

・地中 ：18℃ 

 

 

 

 

 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，C-RHR

ポンプ室の評価条件を

表１にまとめて記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 
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また，第 5 図に常設高圧代替注水系ポンプ室及び隣接す

る部屋の位置関係を示す。 

なお，当該温度条件は，保守的に事象初期から評価期

間の間，継続するものとして評価を行う。 

 

第 4 表 隣接する部屋の温度条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉建屋地下2階※１ 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉建屋地下1階 

※１ 地下2階より下は，躯体コンクリートを介して「地中」と隣接している。 

 

 

第5図 常設高圧代替注水系ポンプ室及び隣接する部屋の位置関

係図 

図１にＣ－ＲＨＲポンプ室及び隣接する部屋の位置関

係を示す。 

なお，当該温度条件は，保守的に事象初期から評価期

間の間，継続するものとして評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉建物地下2階※１ 

 

原子炉建物地下1階 

※１ 地下2階より下は，躯体コンクリートを介して「地中」と隣接している。 

 

図１ Ｃ－ＲＨＲポンプ室及び隣接する部屋の位置関係図 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，ｂ．に

記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

 

 

トーラス室 

その他二次格納施設 

 

 

 

一般エリア 

 Ｃ－ＲＨＲポンプ室 

ＨＰＡＣポンプ設置場所 

その他 
二次格 

納施 
設 
 

 

 その他二次格納施設 
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・壁－空気の熱伝達率：  W/m2℃（無換気状態）[出典：

空気調和衛生工学便覧] 

 

 

 

 

 

・コンクリート熱伝導率：   W/m℃（無換気状態）[出

典：空気調和衛生工学便覧] 

 

 

 

 

 

 

表 1 評価する部屋の条件（7号炉の場合） 

 

※発熱負荷は機器や配管からの伝熱を考慮 

 

 

表 2 評価する部屋の寸法（7号炉の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 躯体コンクリートの熱伝達条件 

ａ．コンクリート壁－空気の熱伝達率 

 

ｂ．コンクリートの熱伝達率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．壁－空気の熱伝達率（無換気状態）[出典:日本機械学

会 伝熱工学資料] 

・鉛直壁面 ：  W/m2℃ 

・天井面 ：  W/m2℃ 

・床面 ：  W/m2℃ 

 

 

ｄ．コンクリート熱伝導率：  W/m℃[出典:空気調和衛

生工学便覧] 

 

 

 

 

 

 

表１ 評価する部屋の条件 

 Ｃ－ＲＨＲポンプ室 

発熱負荷[W] ※ 

容積[m3] 

熱容量[kJ/℃] 

初期温度[℃] 40 

※発熱負荷は機器や配管からの伝熱を考慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価手法の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉の熱伝達

率の算出は，伝熱工学資

料を引用している。 

 

 

・評価方法の相違 

【東海第二】 

島根２号炉のコンク

リート熱伝導率は空気

調和衛生工学便覧を引

用している。 

 

 

・資料構成の相違 

【東海第二】 

東海第二は，(2) ①に

記載。 
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（3）評価結果 

全交流動力電源喪失時において，事故後24時間のHPAC

ポンプ室の最高温度は約50℃となり，設計で考慮してい

る温度※を超過しないため，HPAC運転継続に与える影響は

ない。 

 

 

 

 

※HPACポンプ室 （HPACのポンプ，弁，タービン，計装

品等） 

: 66℃（初期6時間まで100℃，それ

以降は66℃の設計） 

以 上 

(3) 評価結果 

全交流動力電源喪失時（ＴＢＤ，ＴＢＵ）において，事象

発生 8時後の常設高圧代替注水系ポンプ室の温度は約 65℃，

中央制御室温度は，全交流動力電源喪失（長期ＴＢ）の評価

結果と同様であり，制御盤の設計で想定している環境の最高

温度 40℃以下であり，設計で考慮している温度を超過しない

ため，高圧代替注水系の運転継続に与える影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 図 常設高圧代替注水系ポンプ室温の推移 

 

 

（３）評価結果 

全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）時において，事象発生

後約8.3時間のＣ－ＲＨＲポンプ室の最高温度は約55℃

となり，設計で考慮している温度※を超過しないため，Ｈ

ＰＡＣ運転継続に与える影響はない。 

 

 

 

※Ｃ－ＲＨＲポンプ室（Ｃ－ＲＨＲポンプ，ＨＰＡＣポ

ンプ，弁，タービン，計装品等） 

：66℃（初期６時間まで100℃，そ

れ以降は66℃の設計） 

 

 

 

 

図２ Ｃ－ＲＨＲポンプ室温の推移 

 

 

 

 

以 上 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

①の相違。 

・評価結果の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

・解析結果の相違 

【東海第二】 

 

  

 

設計温度 66℃ 
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参考資料 

 

高圧代替注水系の高温耐性評価について 

 

有効性評価の「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）」では，

事象発生から約 8 時間後まで高圧代替注水系を用いた原子炉注水

に期待し，約 8 時間以降は原子炉を減圧し，可搬型代替注水中型

ポンプを用いた低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水に移

行する。事象発生の約 8 時間後に実施する原子炉減圧操作に伴う

サプレッション・プール水温度の増分は 20℃程度であり，また，

本評価におけるサプレッション・プール水温度の最高値は約138℃

であることから，仮に約 8 時間後以降も原子炉減圧を実施せずに

高圧代替注水系による原子炉注水を継続した場合には，サプレッ

ション・プール水温度の最高値は 120℃程度となる。 

高圧代替注水系を 24 時間後まで運転継続した場合に，サプレッ

ション・プール水温度の上昇が運転継続性に与える影響について

以下の通り評価した。 

常設高圧代替注水系ポンプ室の室温評価については，事象発生

から 8 時間後までは本資料で示した環境条件に基づき評価し，8

時間後以降は保守的にサプレション・プール水温度を 120℃とし

て評価した。その結果，室温の最高値は約 70℃となり，設計温度

の 65.6℃は超えているが，常設高圧代替注水系ポンプ室に設置さ

れている計装設備等は   程度までは機能上問題ないため，高

圧代替注水系の運転継続に支障はない。(第 1図，第 2図参照) 

中央制御室の室温評価については，事象発生から 24 時間後の最

高値が約 40℃であり，制御盤の設計で想定している環境の最高温

度40℃と同程度であることから高圧代替注水系の運転に影響はな

い。(第 3図参照） 

以上により，常設高圧代替注水系ポンプ室の室温評価が設計温

度を超えることが想定されるが，実力評価上運転継続に影響はな

く，全交流動力電源喪失時においても事象発生から 24時間にわた

り高圧代替注水系の運転継続が可能であることを確認した。 

 

 ・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉の HPAC は

水源が S/C であり，S/C

の水温が 100℃まで上

昇した場合，HPAC ポン

プを停止する運用とし

ているため，100℃以上

の高温耐性は記載して

いない。 
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第 2図 常設高圧代替注水系ポンプ室温の推移図 

 

 

 

 

第 3図 中央制御室室温の推移図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2-76
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資料なし 添付資料 2.3.2.3 

 

安定状態について（全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）） 

 

 

全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の安定状態について

は，以下のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却が

維持可能であり，また，冷却のための設

備がその後も機能維持でき，かつ，必要

な要員の不足や資源の枯渇等のあらかじ

め想定される事象悪化のおそれがない場

合に安定停止状態が確立されたものとす

る。 

 

格納容器安定状態 ：炉心冷却が維持された後に，設計基準事

故対処設備及び重大事故等対処設備を用

いた格納容器除熱により格納容器圧力及

び温度が安定又は低下傾向に転じ，また，

格納容器除熱のための設備がその後も機

能維持でき，かつ，必要な要員の不足や

資源の枯渇等のあらかじめ想定される事

象悪化のおそれがない場合に安定状態が

確立されたものとする。 

 

 

 

 

 

原子炉安定状態の確立について 

高圧代替注水系の原子炉注水により炉心冷却が維持される。

可搬型代替注水中型ポンプによる原子炉注水の準備完了後，原

子炉を減圧し，可搬型代替注水中型ポンプを用いた低圧代替注

水系（可搬型）による原子炉注水を実施することで，引き続き

炉心の冷却は維持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

添付資料 2.3.2.2  

 

安定状態について（全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）） 

 

 

「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」時の安定状態については以下

のとおり。 

原子炉安定停止状態：事象発生後，設計基準事故対処設備及び

重大事故等対処設備を用いた炉心冷却に

より，炉心冠水が維持でき，また，冷却

のための設備がその後も機能維持できる

と判断され，かつ，必要な要員の不足や

資源の枯渇等のあらかじめ想定される事

象悪化のおそれがない場合，安定停止状

態が確立されたものとする。 

 

原子炉格納容器安定状態：炉心冠水後に，設計基準事故対処設

備及び重大事故等対処設備を用いた

原子炉格納容器除熱機能（格納容器

フィルタベント系，残留熱除去系又

は残留熱代替除去系）により，格納

容器圧力及び温度が安定又は低下傾

向に転じ，また，原子炉格納容器除

熱のための設備がその後も機能維持

できると判断され，かつ，必要な要

員の不足や資源の枯渇等のあらかじ

め想定される事象悪化のおそれがな

い場合，安定状態が確立されたもの

とする。 

 

【安定状態の確立について】 

原子炉安定停止状態の確立について 

高圧原子炉代替注水系による原子炉注水により炉心が冠水し，

炉心の冷却が維持される。そして，事象発生から約 8.3 時間後

に原子炉減圧し，その後，逃がし安全弁を開維持することで，

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による注水継続により引き続

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，Ｓ／Ｃ

水温上昇に伴い高圧原
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格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，常設代替高圧電源装置による交流動力電

源の供給開始後に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格納

容器除熱を実施することで，格納容器圧力及び雰囲気温度は安

定※又は低下傾向となる。格納容器雰囲気温度は 150℃を下回る

とともに，ドライウェル雰囲気温度は，低圧注水継続のための

逃がし安全弁の機能維持が確認されている 126℃を上回ること

はなく，格納容器安定状態が確立される。 

 

なお，残留熱除去系による格納容器除熱開始後の原子炉注水

は，残留熱除去系（低圧注水系）にて実施する。 

 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，必

要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

※ 残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）に切り

替えると，原子炉圧力容器からの放熱の影響によりドラ

イウェル雰囲気温度は僅かに上昇傾向となる。ただし，

残留熱除去系による格納容器除熱は確立しており，長期

的には減圧後の原子炉圧力容器温度（100℃程度）より若

干低い温度で平衡状態となることから，この状態も含め

安定傾向とする。 

 

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維

持できる。 

また，残留熱除去系の機能を維持し除熱を継続することで，

安定状態の維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.2 別紙 1） 
 

き炉心冠水が維持され，原子炉安定停止状態が確立される。 

 

 

 

 

 

原子炉格納容器安定状態の確立について 

炉心冷却を継続し，常設代替交流電源設備による交流電源の供

給を開始後に残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール水冷却モード）による原子炉

格納容器除熱を実施することで，格納容器圧力及び温度は安定※

又は低下傾向となり，格納容器温度は 150℃を下回るとともに，

ドライウェル温度は低圧注水継続のための逃がし安全弁の機能

維持が確認されている 126℃を下回り，原子炉格納容器安定状

態が確立される。 

 

なお，残留熱除去系による原子炉格納容器除熱開始後の原子炉

注水は，残留熱除去系（低圧注水モード）にて実施する。 

 

また，重大事故等対策時に必要な要員は確保可能であり，また，

必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

※ 残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）

に切り替えると，原子炉圧力容器からの放熱の影響によ

りドライウェル温度はわずかに上昇傾向となる。ただし，

残留熱除去系による原子炉格納容器除熱は確立してお

り，長期的には減圧後の原子炉圧力容器温度よりも低い

温度（100℃程度）で平衡状態となることから，この状態

も含め安定傾向とする。 

 

【安定状態の維持について】 

上記の炉心損傷防止対策を継続することにより安定状態を維持

できる 

また，残留熱除去系の機能を維持し，除熱を継続することで，

安定状態の維持が可能となる。 

（添付資料 2.1.1 別紙１参照） 
 

子炉代替注水系の運転

継続ができなくなる前

の事象発生 8.3 時間後

より低圧原子炉代替注

水系（可搬型）を用いて

注水を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【東海第二】 
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・相違理由は本文参照。 
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添付資料 2.3.2.5 

 

原子炉注水開始が遅れた場合の時間余裕について 

 

高圧代替注水系の起動操作は，状況判断及び高圧代替注水系

の起動操作に要する時間を考慮して，解析上，事象発生 25 分

後に開始するものとしている。高圧代替注水系は，原子炉の減

圧操作をしなくても高圧で原子炉注水が可能な系統であり，少

なくとも原子炉水位が燃料有効長頂部に到達する前までに起動

操作を実施することで炉心のヒートアップを防止することが可

能である。 

このため，高圧代替注水系の起動操作に係る操作時間余裕を

把握するため，原子炉注水が実施されない場合に原子炉水位が

燃料有効長頂部に到達するまでの時間を感度解析により確認し

た。 

この結果，原子炉水位が燃料有効長頂部に到達するのは，事

象発生約 39 分後であり，少なくとも 14 分の時間余裕が確保さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料2.3.2.4 

 

注水開始操作の時間余裕について 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」及

び「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」では，全交流動力電源喪失

に原子炉隔離時冷却系の機能喪失が重畳することから，高圧原

子炉代替注水系による原子炉注水を実施することとしている。 

 

 

 

ここでは，高圧原子炉代替注水系による注水が遅れ，事象発

生 60分後に開始した場合の影響について評価した。 

 

表１に示すとおり，高圧原子炉代替注水系による原子炉注水

が事象発生 60分後から開始された場合においても，燃料被覆管

温度及び酸化量は評価項目を満足する。 

そのため，高圧原子炉代替注水による注水操作については，

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＵ）」及び

「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」においては 40 分程度の時間

余裕がある。 

 

 

 

表１ 注水遅れによる燃料被覆管温度及び酸化量への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価方法の相違 

【東海第二】 

東海第二では，燃料棒

有効長頂部に達する時

間で余裕時間を評価し

ているが，島根２号炉で

は燃料被覆管温度と酸

化量で余裕時間を評価

している。 
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第 1 図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事象発生 60分後に注水を開始したケースにおける 

原子炉圧力の推移 

 

 

 

 

 

図２ 事象発生 60分後に注水を開始したケースにおける 

原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 

・評価方法の相違 

【東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価方法の相違 

【東海第二】 
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図３ 事象発生 60分後に注水を開始したケースにおける 

燃料被覆管温度の推移 

 

 

 

 

 

・評価方法の相違 

【東海第二】 
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まとめ資料比較表 〔有効性評価 2.3.3 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）〕 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

2.3.3 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）＋直流電源

喪失 

2.3.3.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失」に含まれる事故シーケンス

は，「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に示すとお

り，「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG喪失）＋直流

電源喪失」※1である。 

※1 全ての直流電源喪失により非常用ディーゼル発電機を起

動できなくなることから，「外部電源喪失＋直流電源喪失」

により，必然的に全交流動力電源喪失となる。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失」では，全交流動力電源喪失

と同時に直流電源が喪失することを想定する。このため，直

流電源喪失に伴い原子炉隔離時冷却系が機能喪失して原子炉

注水ができず，逃がし安全弁による圧力制御に伴う蒸気流出

により原子炉圧力容器内の保有水量が減少し，原子炉水位が

低下することから，緩和措置がとられない場合には，原子炉

水位の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，直流電源喪失により唯一の原子炉注水手段で

ある原子炉隔離時冷却系が機能喪失したことによって炉心損

傷に至る事故シーケンスグループである。このため，重大事

故等対策の有効性評価には，直流電源及び交流電源の電源供

給機能に加えて高圧注水機能に対する重大事故等対処設備に

2.3.2 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ） 

2.3.2.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」に含まれる事故シーケンスは，「1.2 評価対象の整理

及び評価項目の設定」に示すとおり，①「外部電源喪失＋直流

電源失敗※＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」，②「外部電源喪

失＋ＤＧ失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＵ）」及び③「サポー

ト系喪失（直流電源故障）（外部電源喪失）＋ＤＧ失敗＋高圧

炉心冷却失敗（ＴＢＵ）」である。 

※ 直流電源失敗により非常用ディーゼル発電機の起動ができ

なくなる。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基本

的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源喪失又は

原子炉隔離時冷却系の故障が発生することを想定する。このた

め，原子炉隔離時冷却系が機能喪失して原子炉注水ができず，

逃がし安全弁による圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力

容器内の保有水量が減少し，原子炉水位が低下することから，

緩和措置がとられない場合には，原子炉水位の低下により炉心

が露出し，炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した状

態において，直流電源喪失又は機器故障により唯一の原子炉注

水手段である原子炉隔離時冷却系が機能喪失したことによって

炉心損傷に至る事故シーケンスグループである。このため，重

大事故等対策の有効性評価には，直流電源及び交流電源の電源

供給機能に加えて高圧注水機能に対する重大事故等対処設備に

2.3.3 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ） 

2.3.3.1 事故シーケンスグループの特徴，炉心損傷防止対策 

(1) 事故シーケンスグループ内の事故シーケンス

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」

に含まれる事故シーケンスは,「1.2 評価対象の整理及び評

価項目の設定」に示すとおり,「外部電源喪失＋直流電源（区

分１，２）失敗※1＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗」である。 

※１ 区分１，２の直流電源喪失により非常用ディーゼル発

電機が起動できなくなる。 

(2) 事故シーケンスグループの特徴及び炉心損傷防止対策の基

本的考え方 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」

では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源が喪失すること

を想定する。このため，直流電源喪失に伴い原子炉隔離時冷

却系が機能喪失して原子炉注水ができず，逃がし安全弁によ

る圧力制御に伴う蒸気流出により原子炉圧力容器内の保有水

量が減少し，原子炉水位が低下することから，緩和措置がと

られない場合には，原子炉水位の低下により炉心が露出し，

炉心損傷に至る。 

本事故シーケンスグループは，全交流動力電源が喪失した

状態において，直流電源喪失により唯一の原子炉注水手段で

ある原子炉隔離時冷却系が機能喪失したことによって炉心損

傷に至る事故シーケンスグループである。このため，重大事

故等対策の有効性評価には，直流電源及び交流電源の電源供

給機能に加えて高圧注水機能に対する重大事故等対処設備に

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 
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期待することが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直

流電源設備から電源を給電した高圧代替注水系による原子炉

注水によって24時間後まで炉心を冷却し，常設代替交流電源

設備による給電及び残留熱除去系（低圧注水モード），低圧

代替注水系（常設）による注水の準備が完了したところで逃

がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧し，原子炉減圧

後に残留熱除去系（低圧注水モード）により炉心を冷却する

ことによって炉心損傷の防止を図る。 

 

 

 

 

 

また，代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納

容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし装置及び耐

圧強化ベント系による原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待することが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直流

電源設備から電源を給電した高圧代替注水系による原子炉注水

によって事象発生約8時間後まで，その後低圧代替注水系（可搬

型）による注水の準備が完了したところで逃がし安全弁の手動

開操作により原子炉を減圧し，原子炉減圧後に低圧代替注水系

（可搬型）による原子炉注水によって事象発生約24時間後まで

炉心を冷却し，常設代替交流電源設備による給電後に残留熱除

去系（低圧注水系）により炉心を冷却することによって炉心損

傷の防止を図る。 

 

 

 

 

また，残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱

除去系（サプレッション・プール冷却系）による格納容器除熱

を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待することが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

したがって，本事故シーケンスグループでは，常設代替直

流電源設備から電源を給電した高圧原子炉代替注水系による

原子炉注水によって事象発生約8.3時間後まで炉心を冷却し，

その後，逃がし安全弁の手動開操作により原子炉を減圧し，

原子炉減圧後に低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子

炉注水によって事象発生24時間30分後まで炉心を冷却し，常

設代替交流電源設備による給電後に残留熱除去系（低圧注水

モード）により炉心を冷却することによって炉心損傷の防止

を図る。 

 

 

 

 

また，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格

納容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び

残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）によ

る原子炉格納容器除熱を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな
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(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失」における機能喪失に対して，

炉心が著しい損傷に至ることなく，かつ，十分な冷却を可能

とするため，初期の対策として高圧代替注水系による原子炉

注水手段を整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安

全弁を開維持することで，低圧代替注水系（常設）による炉

心冷却を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として代替原子炉補機冷却系を介した残留熱除

去系（格納容器スプレイ冷却モード），格納容器圧力逃がし

装置等による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これらの

対策の概略系統図を第2.3.3.1図から第2.3.3.4図に，手順の

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至る

ことなく，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策と

して高圧代替注水系，低圧代替注水系（可搬型）及び逃がし安

全弁（自動減圧機能）による原子炉注水手段を整備し，安定状

態に向けた対策として，逃がし安全弁（自動減圧機能）を開維

持することで，低圧代替注水系（可搬型）による炉心冷却を継

続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，格納容器の健全性を維持するため，安定状態に向けた

対策として代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納

容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）

及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）による格

納容器除熱手段を整備する。これらの対策の概略系統図を第

 

 

 

(3) 炉心損傷防止対策 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」

における機能喪失に対して，炉心が著しい損傷に至ることな

く，かつ，十分な冷却を可能とするため，初期の対策として

高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及

び逃がし安全弁（自動減圧機能付き）による原子炉注水手段

を整備し，安定状態に向けた対策として，逃がし安全弁（自

動減圧機能付き）を開維持することで，残留熱除去系（低圧

注水モード）による炉心冷却を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，原子炉格納容器の健全性を維持するため，安定状態

に向けた対策として格納容器代替スプレイ系（可搬型）によ

る原子炉格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器冷

却モード）及び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）による原子炉格納容器除熱手段を整備する。これ

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計及び運用の相

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，安定状

態に向けた対策として，

残留熱除去系により原子

炉注水を実施する。 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達
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概要を第2.3.3.5図に示すとともに，重大事故等対策の概要を

以下に示す。また，重大事故等対策における設備と操作手順

の関係を第2.3.3.1表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，事象発生10時間までの6号及び7号炉同時の重大事故等対

策に必要な要員は，中央制御室の運転員及び緊急時対策要員

で構成され，合計28名である。その内訳は次のとおりである。

中央制御室の運転員は，当直長1名（6号及び7号炉兼任），当

直副長2名，運転操作対応を行う運転員12名である。発電所構

内に常駐している要員のうち，通報連絡等を行う緊急時対策

本部要員は5名，緊急時対策要員（現場）は8名である。 

また，事象発生10時間以降に追加で必要な要員は，代替原

子炉補機冷却系作業等を行うための参集要員46名である。必

要な要員と作業項目について第2.3.3.6図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2－1 図に，手順の概要を第2.3.2－2 図に示すとともに，

重大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大事故等対策に

おける設備と操作手順の関係を第2.3.2－1 表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおいて，

事象発生2時間までの重大事故等対策に必要な要員は，災害対策

要員（初動）24 名である。その内訳は次のとおりである。中央

制御室の運転員は，当直発電長1 名，当直副発電長1 名及び運

転操作対応を行う当直運転員5 名である。発電所構内に常駐し

ている要員のうち，通報連絡等を行う要員は4 名，現場操作を

行う重大事故等対応要員は13 名である。 

 

また，事象発生2 時間以降に追加で必要な参集要員は，タン

クローリによる燃料給油操作を行うための重大事故等対応要員

2 名，低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水の調整操作

を行うための重大事故等対応要員2 名並びに代替格納容器スプ

レイ冷却系（可搬型）による格納容器スプレイの系統構成操作

及び流量調整操作を行うための重大事故等対応要員2 名であ

る。必要な要員と作業項目について第2.3.2－3 図に示す。 

 

 

 

なお，重要事故シーケンス以外の事故シーケンスについては，

作業項目を重要事故シーケンスと比較し，必要な要員数を確認

した結果，災害対策要員（初動）24 名で対処可能である。 

らの対策の概略系統図を第2.3.3.1－1(1)図から第2.3.3.1－

1(3)図に，手順の概要を第2.3.3.1－2図に示すとともに，重

大事故等対策の概要を以下に示す。また，重大事故等対策に

おける設備と操作手順の関係を第2.3.3.1－1表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスにおい

て，重大事故等対策に必要な要員は，中央制御室の運転員及

び緊急時対策要員で構成され，合計31名である。その内訳は

次のとおりである。中央制御室の運転員は,当直長１名，当直

副長１名,運転操作対応を行う運転員５名である。発電所構内

に常駐している要員のうち,通報連絡等を行う緊急時対策本

部要員は５名，緊急時対策要員（現場）は19名である。 

 

必要な要員と作業項目について第2.3.3.1-3図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱除

去系による格納容器除熱

実施前に格納容器ベント

の実施基準に到達しない

ため格納容器ベントを実

施しない。 

 

 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

・運用及び設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラント基数，設備設

計及び運用の違いにより

必要要員数は異なるが，

タイムチャートにより要

員の充足性を確認してい

る。なお，これら要員 31

名は夜間・休日を含め発

電所に常駐している要員

である。 

・シーケンス選定の相違

【東海第二】 

東海第二では，本事故
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a．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認※2 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル

発電機が機能喪失※3する。これにより所内高圧系統（6.9kV）

の母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムす

る。同時に直流電源が機能喪失し，これによって原子炉隔

離時冷却系が機能喪失することで，設計基準事故対処設備

の注水機能を全て喪失する。 

 

 

 

 

 

※2 直流電源喪失時には平均出力領域モニタ等による原

子炉スクラムの確認はできないが，直流電源が失われ

ることで，スクラムパイロット弁が無励磁となるため

原子炉のスクラムに至る。また，原子炉スクラムに失

敗している場合には逃がし安全弁によるサプレッシ

ョン・チェンバへの蒸気放出が頻繁に発生するため，

その動作状況から原子炉スクラム失敗を推定できる

ものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認※１ 

外部電源が喪失するとともに，全ての非常用ディーゼル発電

機等が機能喪失※２する。これにより所内高圧系統（6.9kV）の

母線が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムする。同

時に直流電源が機能喪失し，これによって原子炉隔離時冷却系

が機能喪失することで，設計基準事故対処設備の注水機能を全

て喪失する。また，全交流動力電源喪失の確認より，低圧代替

注水系（可搬型）の準備を開始する。 

 

 

 

 

※1 直流電源喪失時には平均出力領域計装等による原子炉スク

ラムの確認はできないが，直流電源が失われることで，ス

クラムパイロット電磁弁が無励磁となるため原子炉のスク

ラムに至る。また，原子炉スクラムに失敗している場合に

は逃がし安全弁によるサプレッション・チェンバへの蒸気

放出が頻繁に発生するため，その動作状況から原子炉スク

ラム失敗を推定できるものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ．全交流動力電源喪失及び原子炉スクラム確認※２ 

外部電源が喪失するとともに，すべての非常用ディーゼ

ル発電機等が機能喪失※３する。これにより非常用高圧母線

（6.9kV）が使用不能となり，全交流動力電源喪失に至る。 

全交流動力電源喪失の発生により原子炉がスクラムす

る。同時に直流電源が機能喪失し，これによって原子炉隔

離時冷却系が機能喪失することで，設計基準事故対処設備

の注水機能をすべて喪失する。 

 

 

 

 

 

※２ 直流電源喪失時には平均出力領域計装による原子

炉スクラムの確認はできないが，直流電源が失わ

れることで，スクラムパイロット弁が無励磁とな

るため原子炉のスクラムに至る。また，原子炉ス

クラムに失敗している場合には逃がし安全弁によ

るサプレッション・チェンバへの蒸気放出が頻繁

に発生するため，その動作状況から原子炉スクラ

ム失敗を推定できるものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

シーケンスグループ内の

事故シーケンスが複数あ

るため，その他の事故シ

ーケンスに関する要員の

充足性を確認。柏崎 6/7

及び島根２号炉では重要

事故シーケンス以外の事

故シーケンスはないため

記載なし。 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

・記載表現の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，可搬型

注水設備の準備を「ｃ．

早期の電源回復不能判断

及び対応準備」に記載。 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】【東海第二】 

島根２号炉は，中性子

源領域計装（ＳＲＭ）及

び中間領域計装（ＩＲ

Ｍ），柏崎 6/7，東海第二

は起動領域計装（ＳＲＮ

Ｍ）を採用している。柏

崎 6/7，東海第二は，運

転時挿入されているＳＲ

ＮＭにより確認が可能な

設備として，等を記載し

ているが，島根２号炉は，

ＳＲＭ及びＩＲＭが運転

時引き抜きのため，平均
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※3 本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスは

「2.3.3.2 炉心損傷防止対策の有効性評価」のとお

り，「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋直流電源喪失」であるが，全ての直流電源喪失によ

り非常用ディーゼル発電機を起動できなくなること

から，「外部電源喪失＋直流電源喪失」により，必然

的に全交流動力電源喪失となる。 

 

 

 

b．高圧代替注水系による原子炉注水 

高圧代替注水系による原子炉注水については，

「2.3.2.1(3)b. 高圧代替注水系による原子炉注水」と同

じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

直流電源喪失により各種制御電源を喪失し，中央制御室

からの電源回復が困難となるため，早期の交流電源回復不

可と判断する。これにより，常設代替交流電源設備，代替

原子炉補機冷却系，低圧代替注水系（常設）の準備を開始

する。 

 

 

 

 

 

 

 

※2 本事故シーケンスグループの重要事故シーケンスは

「2.3.2.2炉心損傷防止対策の有効性評価」のとおり，「外

部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

であるが，直流電源喪失により非常用ディーゼル発電機を

起動できなくなり，高圧炉心冷却失敗として高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電機の故障も想定することから，「外

部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

により，必然的に全交流動力電源喪失となる。 

 

 

ｂ．高圧代替注水系による原子炉注水 

原子炉スクラム後，原子炉水位は低下するが，中央制御室か

らの遠隔操作によって高圧代替注水系を手動起動し，原子炉注

水を開始することにより，原子炉水位が回復する。 

 

原子炉水位回復後は，運転員による高圧代替注水系蒸気供給

弁の手動開閉操作によって炉心を冠水維持可能な範囲に制御す

る。なお，原子炉水位の制御に必要な弁の電源は常設代替直流

電源設備から供給される。事象発生から24 時間にわたって常設

代替直流電源設備により直流電源の供給は可能である。 

 

高圧代替注水系による原子炉注水を確認するために必要な計

装設備は，原子炉水位（ＳＡ広帯域），高圧代替注水系系統流

量等である。 

 

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

直流電源喪失により各種制御電源を喪失し，中央制御室から

の電源回復が困難となるため，早期の交流電源回復不可と判断

する。これにより，常設代替交流電源設備の準備を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３ 本事故シーケンスグループの重要事故シーケンス

は「2.3.3.2 炉心損傷防止対策の有効性評価」の

とおり，「外部電源喪失＋直流電源（区分１，２）

失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗」であるが，

すべての直流電源喪失により非常用ディーゼル発

電機等を起動できなくなることから，「外部電源

喪失＋直流電源喪失」により，必然的に全交流動

力電源喪失となる。 

 

 

ｂ．高圧原子炉代替注水系による原子炉注水 

高圧原子炉代替注水系による原子炉注水については，

「2.3.2.1(3)b.高圧原子炉代替注水系による原子炉注水」

と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．早期の電源回復不能判断及び対応準備 

直流電源喪失により各種制御電源を喪失し，中央制御室

からの電源回復が困難となるため，早期の交流電源回復不

可と判断する。これにより，常設代替交流電源設備，原子

炉補機代替冷却系，低圧原子炉代替注水系（可搬型）の準

備を開始する。 

ｄ．直流電源切替え 

直流電源切替えについては，「2.3.2.1(3)d.直流電源切替

え」と同じ。 

 

出力領域計装（ＡＰＲＭ）

により確認することとし

ている。 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，直流電

源喪失時，逃がし安全弁
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d．格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱 

格納容器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱に

ついては，「2.3.1.1(3)e. 格納容器圧力逃がし装置等によ

る原子炉格納容器除熱」と同じ。 

 

 

 

 

 

e．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，

「2.3.1.1(3)f.逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同

じ。 

 

 

 

ｄ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧代替注水系（ 可搬型） による原子炉注水準備について

は，「2.3.1.1(3)ｅ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉

注水準備」と同じ。 

 

ｅ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，「2.3.1.1(3)

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同じ。 

 

 

ｆ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)ｇ．低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水」

と同じ。 

 

ｇ．代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却 

 

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却

については，「2.3.1.1(3)ｈ．代替格納容器スプレイ冷却系（可

搬型）による格納容器冷却」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備

については，「2.3.1.1(3)e.低圧原子炉代替注水系（可搬

型）による原子炉注水準備」と同じ。 

 

ｆ．逃がし安全弁による原子炉急速減圧 

逃がし安全弁による原子炉急速減圧については，

「2.3.1.1(3)f.逃がし安全弁による原子炉急速減圧」と同

じ。 

 

ｇ．低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)g．低圧原子炉代替注水系（可搬型）

による原子炉注水」 と同じ。 

 

ｈ．格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容

器冷却については，「2.3.1.1(3)ｈ.格納容器代替スプレイ

系（可搬型）による原子炉格納容器冷却」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の電源を確保するために

蓄電池を切替える。 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

減圧タイミングの相

違。 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 減圧タイミングの相

違。 
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f．残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水モード） による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)g. 残留熱除去系（低圧注水モード）

による原子炉注水」と同じ。 

 

 

g．残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子

炉格納容器除熱 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）による原

子炉格納容器除熱については，「2.3.1.1(3)h. 残留熱除去

系（格納容器スプレイ冷却モード）による原子炉格納容器

除熱」と同じ。 

 

h．低圧代替注水系（常設）による原子炉注水 

低圧代替注水系（常設）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)i. 低圧代替注水系（常設）による原子炉注水」

と同じ。 

 

 

 

ｈ．残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水については，

「2.3.1.1(3)ｉ．残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注

水」と同じ。 

 

 

ｉ．残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除

熱 

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱に

ついては，「2.3.1.1(3)ｊ．残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却系）による格納容器除熱」と同じ。 

ｉ．残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱 

残留熱除去系（格納容器冷却モード）による原子炉格納

容器除熱については，「2.3.1.1(3)ｉ.残留熱除去系（格納

容器冷却モード）による原子炉格納容器除熱」と同じ。 

 

j．残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水 

残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水につ

いては，「2.3.1.1(3)j.残留熱除去系（低圧注水モード）

による原子炉注水」と同じ。 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，原子炉

格納容器除熱の機能を喪

失した状態であることか

ら，原子炉注水の切替え

よりも原子炉格納容器除

熱機能の復旧を優先す

る。 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 

2.3.3.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事

故シーケンスは「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」

に示すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，全ての直流電

源を喪失することにより全ての非常用ディーゼル発電機及び

全ての注水機能を喪失する「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価する上で選定した重要事故

シーケンスは「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設定」に示

すとおり，外部電源喪失を起因事象とし，直流電源を喪失する

こと及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機の故障により全

ての非常用ディーゼル発電機等及び全ての注水機能を喪失する

「外部電源喪失＋直流電源失敗＋高圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」

である。加えて，評価上，非常用ディーゼル発電機等及び原子

炉隔離時冷却系の機能喪失（本体故障）を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.3.2 炉心損傷防止対策の有効性評価 

(1) 有効性評価の方法 

本事故シーケンスグループを評価するうえで選定した重要

事故シーケンスは,「1.2 評価対象の整理及び評価項目の設

定」に示すとおり,外部電源喪失を起因事象とし，すべての直

流電源を喪失することによりすべての非常用ディーゼル発電

機等及びすべての注水機能を喪失する「外部電源喪失＋直流

電源（区分１，２）失敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗」

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 
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本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出

（臨界流・差圧流），ECCS注水（給水系・代替注水設備含む）

並びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，構

造材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレ

イ冷却，格納容器ベント，サプレッション・プール冷却が重

要現象となる。よって，これらの現象を適切に評価すること

が可能である長期間熱水力過渡変化解析コードSAFER，シビア

アクシデント総合解析コードMAAPにより原子炉圧力，原子炉

水位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等の過

渡応答を求める。 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件は第2.3.2.2表と同じ。また，主要な解析条件について，

本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

a．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒表

面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃料被

覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向

流及び三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・ボイ

ド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨界

流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設備含む）

並びに格納容器における格納容器各領域間の流動，構造材との

熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプレイ冷却及び

サプレッション・プール冷却が重要現象となる。よって，これ

らの現象を適切に評価することが可能である長期間熱水力過渡

変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビアアクシデント総合解析コ

ードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原子炉水位，燃料被覆管温度，

格納容器圧力，格納容器雰囲気温度等の過渡応答を求める。 

 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲

として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間に与

える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び操作時

間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解析

条件を第2.3.2－2 表に示す。また，主要な解析条件について，

本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障等によ

って，外部電源を喪失するものとする。 

 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

 

 

 

 

 

 

 

本重要事故シーケンスでは，炉心における崩壊熱，燃料棒

表面熱伝達，気液熱非平衡，沸騰遷移，燃料被覆管酸化，燃

料被覆管変形，沸騰・ボイド率変化，気液分離（水位変化）・

対向流，三次元効果，原子炉圧力容器における沸騰・凝縮・

ボイド率変化，気液分離（水位変化）・対向流，冷却材放出（臨

界流・差圧流）及びＥＣＣＳ注水（給水系・代替注水設備含

む）並びに原子炉格納容器における格納容器各領域間の流動，

構造材との熱伝達及び内部熱伝導，気液界面の熱伝達，スプ

レイ冷却及びサプレッション・プール冷却が重要現象となる。

よって，これらの現象を適切に評価することが可能である長

期間熱水力過渡変化解析コードＳＡＦＥＲ及びシビアアクシ

デント総合解析コードＭＡＡＰにより原子炉圧力，原子炉水

位，燃料被覆管温度，格納容器圧力，格納容器温度等の過渡

応答を求める。 

 

また，解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範

囲として，本重要事故シーケンスにおける運転員等操作時間

に与える影響，評価項目となるパラメータに与える影響及び

操作時間余裕を評価する。 

 

(2) 有効性評価の条件 

本重要事故シーケンスに対する初期条件も含めた主要な解

析条件は第2.3.2.2-1表と同じ。また，主要な解析条件につい

て，本重要事故シーケンス特有の解析条件を以下に示す。 

 

ａ．事故条件 

(a) 起因事象 

起因事象として，送電系統又は所内主発電設備の故障

等によって，外部電源を喪失するものとする。 

 

(b) 安全機能の喪失に対する仮定 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

解析条件の相違による

重要現象の対象の相違。 
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全ての直流電源が機能喪失するものとする。これによ

り，全ての非常用ディーゼル発電機及び直流電源を制御

電源としている原子炉隔離時冷却系が機能喪失するもの

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

 

 

b．重大事故等対策に関連する機器条件 

重大事故等対策に関連する機器条件は，「2.3.2.2(2)b. 

重大事故等対策に関連する機器条件」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125V 系蓄電池Ａ系及び125V 系蓄電池Ｂ系並びに高圧炉心ス

プレイ系ディーゼル発電機が機能喪失するものとする。これら

により，非常用ディーゼル発電機等及び直流電源を制御電源と

している原子炉隔離時冷却系が機能喪失するものとする。また，

非常用ディーゼル発電機等及び原子炉隔離時冷却系の本体故障

を想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象として，

外部電源を喪失するものとしている。 

 

 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

(a) 原子炉スクラム信号 

原子炉スクラムは，原子炉水位低（レベル３）信号によるも

のとする。 

原子炉水位低下を厳しくする観点で，外部電源喪失に伴うタ

ービン蒸気加減弁急閉信号及び原子炉保護系電源喪失による原

子炉スクラムについては保守的に期待しないものとする。 

(b) 高圧代替注水系 

運転員による高圧代替注水系蒸気供給弁の遠隔での手動開閉

操作によって注水する。本評価では設計値である136.7m３／h

（7.86MPa［gage］～1.04MPa［gage］において）の流量で注水

するものとする。 

(c) 逃がし安全弁 

すべての直流電源が機能喪失するものとする。これに

より，すべての非常用ディーゼル発電機等及び直流電源

を制御電源としている原子炉隔離時冷却系が機能喪失す

るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) 外部電源 

外部電源は使用できないものと仮定する。起因事象と

して，外部電源を喪失するものとしている。 

 

 

ｂ．重大事故等対策に関連する機器条件 

重大事故等対策に関連する機器条件は，「2.3.2.2(2)b. 

重大事故等対策に関連する機器条件」と同じ。※ 

 

※ 逃がし安全弁の機器条件については，直流電源喪

失時には，逃がし安全弁用直流電源切替えまで逃

がし弁機能による圧力制御はできないため，安全

弁機能による圧力制御となるが，原子炉から発生

する崩壊熱が蒸気として格納容器に排気されるタ

イミングに差異が生じるのみで，崩壊熱に差異は

なく，原子炉の圧力制御を目的とした逃がし安全

弁の開閉による原子炉格納容器側への影響は軽微

と考え，解析においては逃がし弁機能による原子

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，高圧炉

心スプレイ系ディーゼル

発電機もある。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 
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c．重大事故等対策に関連する操作条件 

重大事故等対策に関連する操作条件は，「2.3.2.2(2)c. 

重大事故等対策に関連する操作条件」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逃がし安全弁（安全弁機能）にて，原子炉冷却材圧力バウン

ダリの過度の圧力上昇を抑えるものとする。また，原子炉減圧

には逃がし安全弁（自動減圧機能）（7 個）を使用するものと

し，容量として，1 個当たり定格主蒸気流量の約6％を処理する

ものとする。 

(d) 低圧代替注水系（可搬型） 

逃がし安全弁による原子炉減圧後に，最大110m３／h にて原子

炉注水し，その後は炉心を冠水維持するように注水する。また，

原子炉注水と格納容器スプレイを同時に実施する場合は，50m3

／h にて原子炉へ注水する。 

(e) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型） 

格納容器圧力及び雰囲気温度抑制に必要なスプレイ流量を考

慮し，130m3／h にて格納容器内にスプレイする。 

(f) 残留熱除去系（低圧注水系） 

残留熱除去系（低圧注水系）は，1,605m３／h（0.14MPa［dif］

において）（最大1,676m３／h）の流量で注水するものとする。 

(g) 残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除去系

（サプレッション・プール冷却系） 

原子炉水位を原子炉水位高（レベル８）まで上昇させた後に，

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）を使用する場合は，

1,692m3／hにて格納容器内にスプレイするものとする。また，

伝熱容量は，熱交換器1 基当たり約43MW（サプレッション・プ

ール水温度100℃，海水温度32℃において）とする。 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

運転員等操作に関する条件として，「1.3.5 運転員等の操作

時間に対する仮定」に示す分類に従って以下のとおり設定する。 

(a) 高圧代替注水系による原子炉注水操作は，事象判断の時間

及び原子炉隔離時冷却系の機能喪失のみならず，直流電源喪

失時を考慮しても中央制御室内で十分対応可能と考えられ

る操作の時間余裕を考慮して事象発生から25 分後に開始す

る。 

(b) 交流電源は24 時間使用できないものとし，事象発生から24 

時間後に常設代替交流電源設備によって供給を開始する。 

(c) 逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，余裕時間を確

認する観点で事象発生の8 時間後に低圧代替注水系（可搬

型）の準備が完了するものとし，原子炉急速減圧操作に要す

炉圧力制御で代表させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．重大事故等対策に関連する操作条件 

重大事故等対策に関連する操作条件は，「2.3.2.2(2)c. 

重大事故等対策に関連する操作条件」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の相違  

【柏崎 6/7，東海第二】  

島根２号炉は，直流電 

源喪失時に逃がし安全弁 

（逃がし弁機能）による

原子炉の圧力制御を想定

していることの理由を記

載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 
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 (3) 有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条件 

有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条件は，

「2.3.1.2(3) 有効性評価（敷地境界での実効線量評価）の条

件」と同じ。 

 

 

 

 

 

(4) 有効性評価の結果 

有効性評価の結果は，「2.3.2.2(4) 有効性評価の結果」と

同じ。 

 

る時間を考慮して，事象発生から8 時間1 分後に実施する。 

(d) 代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷

却操作は，格納容器圧力が0.279MPa［gage］に到達した場合

に実施する。なお，格納容器スプレイは，残留熱除去系（低

圧注水系）による原子炉注水を開始する前に停止する。 

(e) 残留熱除去系（低圧注水系）による原子炉注水操作及び残

留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱

操作は，常設代替交流電源設備による交流電源の供給開始後

に，残留熱除去系の起動操作に要する時間を考慮して，事象

発生から24 時間10 分後に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価の結果 

本重要事故シーケンスにおける原子炉圧力，原子炉水位（シ

ュラウド内及びシュラウド内外）※，注水流量，逃がし安全弁

からの蒸気流量及び原子炉圧力容器内の保有水量の推移を第

2.3.2－4 図から第2.3.2－9 図に，燃料被覆管温度，高出力燃

料集合体のボイド率及び炉心下部プレナム部のボイド率の推移

を第2.3.2－10 図から第2.3.2－12 図に，格納容器圧力，格納

容器雰囲気温度，サプレッション・プール水位及びサプレッシ

ョン・プール水温度の推移を第2.3.2－13 図から第2.3.2－16 

図に示す。 

※ シュラウド内は，炉心部から発生するボイドを含んだ二相

水位を示しているため，シュラウド外の水位より，見かけ

上高めの水位となる。一方，非常用炉心冷却系の起動信号

となる原子炉水位（広帯域）の水位及び運転員が炉心冠水

状態において主に確認する原子炉水位（広帯域），原子炉

水位（狭帯域）の水位は，シュラウド外の水位であること

から，シュラウド内外の水位を併せて示す。なお，水位が

燃料有効長頂部付近となった場合には，原子炉水位（燃料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 有効性評価の結果 

有効性評価の結果は，「2.3.2.2(3) 有効性評価の結果」

と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・評価方針の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は敷地境界

での実効線量評価は，格

納容器フィルタベント系

を実施し，ベント時間が

最短である「2.6ＬＯＣＡ

時注水機能喪失」におい

て実施している。 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 
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域）にて監視する。原子炉水位（燃料域）はシュラウド内

を計測している。 

 

ａ．事象進展 

全交流動力電源喪失後，原子炉水位低（レベル３）信号が発

生して原子炉がスクラムし，また，原子炉水位異常低下（レベ

ル２）で原子炉隔離時冷却系の自動起動に失敗した後，高圧代

替注水系を手動起動することにより原子炉水位は維持される。

再循環系ポンプについては，外部電源喪失により，事象発生と

ともに2 台全てがトリップする。 

 

事象発生から約8 時間後に低圧代替注水系（可搬型）の準備

が完了し，その後，中央制御室からの遠隔操作により逃がし安

全弁（自動減圧機能）7 個を手動開することで，原子炉の急速

減圧を実施し，原子炉減圧後に低圧代替注水系（可搬型）によ

る原子炉注水を開始する。原子炉の急速減圧を開始すると，原

子炉冷却材の流出により原子炉水位は低下するが，低圧代替注

水系（可搬型）による原子炉注水が開始され，原子炉水位が回

復する。 

（添付資料2.3.2.1，2.3.2.2） 

事象発生から24 時間経過した時点で，常設代替交流電源設備

による交流電源の供給を開始し，その後，中央制御室からの遠

隔操作により残留熱除去系（低圧注水系）を起動し，原子炉注

水を開始することで，その後も原子炉水位は適切に維持される。 

崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器内で崩

壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入することで，格納

容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上昇する。そのため，代替格

納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却を行い，

常設代替交流電源設備による交流電源の供給を開始した後は残

留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱を

行う。格納容器除熱は，事象発生から約24 時間経過した時点で

実施する。 

 

ｂ．評価項目等 

燃料被覆管の最高温度は，第2.3.2－10 図に示すとおり，初

期値（約309℃）を上回ることはなく，1,200℃以下となる。ま

た，燃料被覆管の酸化量は酸化反応が著しくなる前の燃料被覆

管厚さの1％以下であり，15％以下となる。 
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原子炉圧力は，第2.3.2－4 図に示すとおり，逃がし安全弁（安

全弁機能）の作動により，約8.16MPa［gage］ 以下に抑えられ

る。 

原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力は，原子炉圧力と

原子炉圧力容器底部圧力との差（高々約0.3MPa）を考慮しても，

約8.46MPa［gage］以下であり，最高使用圧力の1.2 倍（10.34MPa

［gage］）を十分下回る。 

また，崩壊熱除去機能を喪失しているため，原子炉圧力容器

内で崩壊熱により発生する蒸気が格納容器内に流入することに

よって，格納容器圧力及び雰囲気温度は徐々に上昇するが，代

替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却及び

残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）による格納容器除熱

を行うことによって，格納容器バウンダリにかかる圧力及び温

度の最大値は，約0.28MPa［gage］及び約141℃に抑えられ，格

納容器の限界圧力及び限界温度を下回る。 

第2.3.2－5 図に示すとおり，低圧代替注水系（可搬型）によ

る注水継続により炉心が冠水し，炉心の冷却が維持される。そ

の後は，約24 時間後に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）

による格納容器除熱を実施することで安定状態が確立し，また，

安定状態を維持できる。 

（添付資料2.3.2.3） 

 

本評価では，「1.2.1.2 有効性を確認するための評価項目の設定」

に示す(1)から(4)の評価項目について，対策の有効性を確認した。 

 

2.3.3.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間の余裕を評価するものとする。 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源喪失

＋DG 喪失）＋直流電源喪失」は，全交流動力電源喪失と同時に直

流電源が機能喪失することが特徴であるが，対応操作が同様であ

ることから，不確かさの影響評価の観点では「2.3.2.3 解析コー

ド及び解析条件の不確かさの影響評価」と同じ。 

2.3.2.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間の余裕を評価するものとする。 

 

全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）では，全交流動力電源

喪失と同時に原子炉隔離時冷却系が機能喪失することが特徴であ

る。また，不確かさの影響を確認する運転員等操作は，事象進展

に有意な影響を与えると考えられる操作として，高圧代替注水系

による原子炉注水操作，逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作

（低圧代替注水系（可搬型）の準備操作含む。）及び代替格納容

器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却操作とする。 

 

2.3.3.3 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間余裕を評価するものとする。 

 

全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）では，全交流動力電源喪失と同

時に直流電源が機能喪失することが特徴であるが，対応操作が同

様であることから，不確かさの影響評価の観点では「2.3.2.3 解

析コード及び解析条件の不確かさの影響評価」と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流
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(1) 解析コードにおける重要現象の不確かさの影響評価 

本重要事故シーケンスにおける解析コードにおける重要現象

の不確かさの影響評価については，「2.3.1.3 (1) 解析コード

における重要現象の不確かさの影響評価」と同じ。 

（添付資料2.3.2.4） 

(2) 解析条件の不確かさの影響評価 

ａ．初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条件 

初期条件，事故条件及び重大事故等対策に関連する機器条件

は，第2.3.2－2 表に示すとおりであり，それらの条件設定を設

計値等，最確条件とした場合の影響を評価する。また，解析条

件の設定に当たっては，評価項目となるパラメータに対する余

裕が小さくなるような設定があることから，その中で事象進展

に有意な影響を与えると考えられる項目に関する影響評価の結

果を以下に示す。 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m に対し

て最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析条件の不確か

さとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の上昇は緩

和されるが，操作手順（原子炉減圧後速やかに低圧注水に移行

すること）に変わりはなく，燃料被覆管温度を操作開始の起点

としている運転員等操作はないことから，運転員等操作時間に

与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度33GWd

／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的燃焼度約

31GWd／tであり，解析条件の不確かさとして，最確条件とした

場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小さくなるため，

発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の低下は緩和され，

それに伴う原子炉冷却材の放出も少なくなることから，格納容

器圧力及び雰囲気温度の上昇が遅くなるが，操作手順（格納容

器圧力に応じて格納容器スプレイを実施すること）に変わりは

ないことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納容器体

積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液相部，サプレ

ッション・プール水位，格納容器圧力並びに格納容器雰囲気温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，事象

進展に与える影響は小さいことから，運転員等操作時間に与え

る影響は小さい。 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさとして，

 

 

 

 

 

 

 

 

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 
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実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保守

性），原子炉水位の回復は早くなる。冠水後の操作として冠水

維持可能な注水量に制御するが，注水後の流量調整操作である

ことから，運転員等操作時間に与える影響はない。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替注水系

（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際の注水量が解

析より多い場合（注水特性（設計値）の保守性），原子炉水位

の回復は早くなる。冠水後の操作として冠水維持可能な注水量

に制御するが，注水後の流量調整操作であることから，運転員

等操作時間に与える影響はない。 

（添付資料2.3.2.4） 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

初期条件の最大線出力密度は，解析条件の44.0kW／m に対し

て最確条件は約33kW／m～約41kW／m であり，解析条件の不確か

さとして，最確条件とした場合は，燃料被覆管温度の上昇は緩

和されるが，原子炉水位はおおむね燃料有効長頂部を下回るこ

となく，炉心はおおむね冠水維持されるため，燃料被覆管の最

高温度は初期値の約309℃以下となることから，評価項目となる

パラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉停止後の崩壊熱は，解析条件の燃焼度33GWd

／tに対応したものとしており，その最確条件は平均的燃焼度約

31GWd／tであり，解析条件の不確かさとして，最確条件とした

場合は，解析条件で設定している崩壊熱よりも小さくなるため，

発生する蒸気量は少なくなり，原子炉水位の低下は緩和され，

それに伴う原子炉冷却材の放出も少なくなり，格納容器圧力及

び雰囲気温度の上昇は遅くなるが，格納容器圧力及び雰囲気温

度の上昇は格納容器スプレイにより抑制されることから，評価

項目となるパラメータに与える影響はない。 

初期条件の原子炉圧力，原子炉水位，炉心流量，格納容器体

積（サプレッション・チェンバ）の空間部及び液相部，サプレ

ッション・プール水位，格納容器圧力並びに格納容器雰囲気温

度は，ゆらぎにより解析条件に対して変動を与え得るが，事象

進展に与える影響は小さいことから，評価項目となるパラメー

タに与える影響は小さい。 

機器条件の高圧代替注水系は，解析条件の不確かさとして，

実際の注水量が解析より多い場合（注水特性（設計値）の保守

性），原子炉水位の回復が早くなることから，評価項目となる

2.3.3-16



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

パラメータに対する余裕が大きくなる。 

機器条件の残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧代替注水系

（可搬型）は，解析条件の不確かさとして，実際の注水量が解

析より多い場合（注水特性（設計値）の保守性），原子炉水位

の回復が早くなることから，評価項目となるパラメータに対す

る余裕は大きくなる。 

（添付資料 2.3.2.4） 

ｂ．操作条件 

操作条件の不確かさとして，操作の不確かさを「認知」，「要

員配置」，「移動」，「操作所要時間」，「他の並列操作有無」

及び「操作の確実さ」の6 要因に分類し，これらの要因が運転

員等操作時間に与える影響を評価する。また，運転員等操作時

間に与える影響が評価項目となるパラメータに与える影響を評

価し，評価結果を以下に示す。 

 

(a) 運転員等操作時間に与える影響 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，解析上

の操作開始時間として事象発生から25 分後を設定している。運

転員等操作時間に与える影響として，原子炉隔離時冷却系の機

能喪失のみならず，直流電源喪失時を考慮しても中央制御室内

で十分対応可能と考えられる操作の時間として設定しているこ

とから，操作開始時間は解析上の設定よりも早まる可能性があ

り，原子炉注水の開始時間も早まることから，運転員等操作時

間に対する余裕は大きくなる。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，解析

上の操作開始時間として事象発生から8 時間1 分後を設定して

いる。運転員等操作時間に与える影響として，認知時間，低圧

代替注水系（可搬型）による原子炉注水準備の操作時間及び逃

がし安全弁の操作時間は，時間余裕を含めて設定していること

から，実態の操作開始時間は解析上の操作開始時間より早まる

可能性があるが，原子炉急速減圧操作を実施するまでの間は高

圧代替注水系による原子炉注水が維持されることから，原子炉

水位維持の観点で問題とならない。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作は，解析上の操作開始時間として格納容器圧力

0.279MPa［gage］到達時を設定している。運転員等操作時間に

与える影響として，実態の運転操作においては，格納容器スプ

レイの操作実施基準（格納容器圧力0.279MPa［gage］）に到達

2.3.3-17



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

するのは，事象発生の約13 時間後であり，代替格納容器スプレ

イ冷却系（可搬型）の準備操作は格納容器圧力及び雰囲気温度

の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ操作が可能である。ま

た，格納容器スプレイ操作も同様に格納容器圧力及び雰囲気温

度の上昇の傾向を監視しながらあらかじめ準備が可能である。

よって，実態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であり，

操作開始時間に与える影響は小さいことから，運転員等操作時

間に与える影響も小さい。操作開始時間が遅れた場合において

も，格納容器の限界圧力は0.62MPa［gage］であることから，格

納容器の健全性という点では問題とはならない。当該操作は，

解析コード及び解析条件（操作条件を除く。）の不確かさによ

り操作開始時間は遅れる可能性があるが，中央制御室の運転員

とは別に現場操作を行う要員を配置しており，他の操作との重

複もないことから，他の操作に与える影響はない。 

（添付資料2.3.2.4） 

 

(b) 評価項目となるパラメータに与える影響 

操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作は，運転員

等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析上

の設定よりも早くなる可能性があるが，操作開始時間が早くな

った場合においても原子炉水位が燃料有効長頂部を下回らない

ことから，評価項目となるパラメータに与える影響はない。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作は，運転

員等操作時間に与える影響として，実態の操作開始時間は解析

上の設定よりも早くなる可能性があるが，低圧代替注水系（可

搬型）による原子炉注水に移行するまでの期間は高圧代替注水

系により原子炉注水が確保されていることから，評価項目とな

るパラメータに与える影響はない。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作は，運転員等操作時間に与える影響として，実

態の操作開始時間は解析上の設定とほぼ同等であることから，

評価項目となるパラメータに与える影響は小さい。 

（添付資料2.3.2.4） 

 

(3) 操作時間余裕の把握 

操作開始時間の遅れによる影響度合いを把握する観点から，

評価項目となるパラメータに対して，対策の有効性が確認でき

る範囲内での操作時間余裕を確認し，その結果を以下に示す。 
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操作条件の高圧代替注水系による原子炉注水操作について

は，事象発生から39 分後（操作開始時間の14 分程度の時間遅

れ）までに高圧代替注水系による注水が開始できれば，炉心の

冠水はおおむね維持することができ，炉心の著しい損傷は発生

せず，評価項目を満足することから，時間余裕がある。 

操作条件の逃がし安全弁による原子炉急速減圧操作について

は，低圧代替注水系（可搬型）の準備完了後に実施するもので

あり，評価上は余裕時間を確認する観点で事象発生の8 時間後

に準備が完了するものとしているが，低圧代替注水系（可搬型）

の準備に要する時間は事象初期の状況判断から170 分程度であ

り，準備時間が確保できることから，時間余裕がある。 

操作条件の代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格

納容器冷却操作については，格納容器スプレイ開始までの時間

は事象発生から約13時間あり，準備時間が確保できることから，

時間余裕がある。 

（添付資料2.3.2.4，2.3.2.5） 

 

(4) ま と め 

解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価の範囲として，

運転員等操作時間に与える影響，評価項目となるパラメータに与

える影響及び操作時間余裕を確認した。その結果，解析コード及

び解析条件の不確かさが運転員等操作時間に与える影響等を考慮

した場合においても，評価項目となるパラメータに与える影響は

小さい。このほか，評価項目となるパラメータに対して，対策の

有効性が確認できる範囲内において，操作時間には時間余裕があ

る。 

 

2.3.3.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源

喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失」において，6号及び7号炉同

時の重大事故等対策時における事象発生10時間までに必要な

要員は，「2.3.3.1(3) 炉心損傷防止対策」に示すとおり28

名である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評価結果」

で説明している運転員，緊急時対策要員等の72名で対処可能

である。 

 

 

2.3.2.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」において，重大事故等対策時における事象発生2 時間

までに必要な要員は，「2.3.2.1(3) 炉心損傷防止対策」に示す

とおり24 名である。「6.2 重大事故等対策時に必要な要員の評

価結果」で説明している災害対策要員（初動）の39 名で対処可

能である。 

 

 

 

2.3.3.4 必要な要員及び資源の評価 

(1) 必要な要員の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」

において，重大事故等対策時に必要な要員は，「2.3.3.1(3) 

炉心損傷防止対策」に示すとおり 31 名である。「6.2 重大事

故等対策時に必要な要員の評価結果」で説明している運転員，

緊急時対策要員等の 45名で対処可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流
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また，事象発生10時間以降に必要な参集要員は46名であり，

発電所構外から10時間以内に参集可能な要員の106名で確保

可能である。 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

必要な資源の評価結果は，「2.3.2.4(2) 必要な資源の評価」

と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，事象発生2 時間以降に必要な参集要員は6 名であり，

発電所構外から2 時間以内に参集可能な要員の72 名で確保可

能である。 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，Ｔ

ＢＵ）」において，必要な水源，燃料及び電源は，「6.1(2) 資

源の評価条件」の条件にて評価している。その結果を以下に示

す。 

 

ａ．水 源 

高圧代替注水系及び低圧代替注水系（可搬型）による原子

炉注水並びに代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による

格納容器冷却スプレイに必要な水量は，「2.3.1.4(2)ａ．水

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 必要な資源の評価 

必要な資源の評価結果は，「2.3.1.4(2)必要な資源の評価」

と同じ。 

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

・運用及び体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

プラント基数，設備設

計及び運用の違いにより

必要要員数は異なるが，

タイムチャートにより要

員の充足性を確認してい

る。なお，これら要員 31

名は夜間・休日を含め発

電所に常駐している要員

である。 

・運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

島根２号炉は，要員の

参集に期待せずとも必要

な作業を常駐要員により

実施可能である。 

 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展
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源」の必要水量とほぼ同じであり，必要な水源は確保可能で

ある。 

（添付資料2.3.2.6） 

 

ｂ．燃 料 

「2.3.1.4(2)ｂ．燃料」と同じであり，常設代替交流電源

設備（常設代替高圧電源装置5 台）による電源供給，可搬型

代替注水中型ポンプ（2台）による原子炉注水及び格納容器ス

プレイ及び緊急時対策所用発電機による電源供給について，7 

日間の継続が可能である。 

（添付資料2.3.2.7） 

 

ｃ．電 源 

常設代替交流電源設備の電源負荷については，重大事故等

対策に必要な負荷として，約4,510kW 必要となるが，常設代

替交流電源設備（常設代替高圧電源装置5 台）は連続定格容

量が約5,520kW であり，必要負荷に対しての電源供給が可能

である。 

また，緊急時対策所用発電機についても，必要負荷に対し

ての電源供給が可能である。 

蓄電池の容量については，交流電源が復旧しない場合を想

定しても，事象発生後 24 時間の直流電源供給が可能である。

（添付資料 2.3.2.8） 

 

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

 

2.3.3.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源喪失

＋DG喪失）＋直流電源喪失」では，全交流動力電源喪失と同時に

直流電源が喪失し，これにより原子炉隔離時冷却系が機能喪失す

ることで，原子炉水位の低下により炉心が露出し，炉心損傷に至

ることが特徴である。事故シーケンスグループ｢全交流動力電源喪

失（外部電源喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失｣に対する炉心損傷防

止対策としては，初期の対策として高圧代替注水系による原子炉

注水手段，安定状態に向けた対策として残留熱除去系（低圧注水

モード）及び低圧代替注水系（常設）による原子炉注水手段，代

替原子炉補機冷却系を介した残留熱除去系（格納容器スプレイ冷

却モード）による原子炉格納容器除熱手段及び格納容器圧力逃が

し装置等による原子炉格納容器除熱手段を整備している。 

 

2.3.2.5 結 論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢ

Ｕ）」では，全交流動力電源喪失と同時に直流電源喪失又は原子

炉隔離時冷却系の故障が発生し，これにより原子炉隔離時冷却系

が機能喪失することで，原子炉水位の低下により炉心が露出し，

炉心損傷に至ることが特徴である。事故シーケンスグループ「全

交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）」に対する炉心損傷防 

止対策としては，初期の対策として高圧代替注水系，低圧代替注

水系（可搬型）及び逃がし安全弁（自動減圧機能）による原子炉

注水手段，安定状態に向けた対策として残留熱除去系（低圧注水

系）による原子炉注水手段，代替格納容器スプレイ冷却系（可搬

型）による格納容器冷却手段並びに残留熱除去系（格納容器スプ

レイ冷却系）及び残留熱除去系（サプレッション・プール冷却系）

による格納容器除熱手段を整備している。 

2.3.3.5 結論 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」で

は，全交流動力電源喪失と同時に直流電源が喪失し，これにより

原子炉隔離時冷却系が機能喪失することで，原子炉水位の低下に

より炉心が露出し，炉心損傷に至ることが特徴である。事故シー

ケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」に対する炉心

損傷防止対策としては，初期の対策として高圧原子炉代替注水系，

低圧原子炉代替注水系（可搬型）及び逃がし安全弁（自動減圧機

能付き）による原子炉注水手段，安定状態に向けた対策として残

留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉注水手段，格納容器

代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器冷却手段並びに

残留熱除去系（格納容器冷却モード）及び残留熱除去系（サプレ

ッション・プール水冷却モード）による原子炉格納容器除熱手段

を整備している。 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

・設備設計及び運用の相
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事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部電源喪失

＋DG喪失）＋直流電源喪失」の重要事故シーケンス「全交流動力

電源喪失（外部電源喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失」について有

効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧代替注水系による原子炉注水，残

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢ

Ｕ）」の重要事故シーケンス「外部電源喪失＋直流電源失敗＋高

圧炉心冷却失敗（ＴＢＤ）」について有効性評価を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧代替注水系による原子炉注水，低

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」の

重要事故シーケンス「外部電源喪失＋直流電源（区分１，２）失

敗＋高圧炉心冷却（ＨＰＣＳ）失敗」について有効性評価を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の場合においても，高圧原子炉代替注水系による原子炉注

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 

 

・設備設計及び運用の相
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留熱除去系（低圧注水モード）及び低圧代替注水系（常設）によ

る原子炉注水，逃がし安全弁による原子炉減圧，代替原子炉補機

冷却系を介した残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却モード）に

よる原子炉格納容器除熱，格納容器圧力逃がし装置等による原子

炉格納容器除熱を実施することにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかかる圧力及

び温度は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持でき

る。 

なお，格納容器圧力逃がし装置等の使用による敷地境界での実

効線量は，周辺の公衆に対して著しい放射線被ばくのリスクを与

えることはない。 

 

圧代替注水系（可搬型）及び残留熱除去系（低圧注水系）による

原子炉注水，逃がし安全弁（自動減圧機能）による原子炉減圧，

代替格納容器スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却並び

に残留熱除去系（格納容器スプレイ冷却系）及び残留熱除去系（サ

プレッション・プール冷却系）による格納容器除熱を実施するこ

とにより，炉心損傷することはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，格納容器バウンダリにかかる圧力及び温度

は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持できる。 

 

 

 

 

 

水，低圧原子炉代替注水系（可搬型）及び残留熱除去系（低圧注

水モード）による原子炉注水，逃がし安全弁（自動減圧機能付き）

による原子炉減圧，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原

子炉格納容器冷却並びに残留熱除去系（格納容器冷却モード）及

び残留熱除去系（サプレッション・プール水冷却モード）による

原子炉格納容器除熱を実施することにより，炉心損傷することは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果，燃料被覆管温度及び酸化量，原子炉冷却材圧力バウ

ンダリにかかる圧力，原子炉格納容器バウンダリにかかる圧力及

び温度は，評価項目を満足している。また，安定状態を維持でき

る。 

 

 

 

 

違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，高圧原

子炉代替注水系が機能維

持できる時間として，事

象発生約 8.3 時間後より

低圧原子炉代替注水系

（可搬型）を用いて注水

を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除
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解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運

転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与

える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内にお

いて，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合で

も一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策要員

にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可

能である。 

以上のことから，高圧代替注水系等による原子炉注水，格納容

器圧力逃がし装置等による原子炉格納容器除熱等の炉心損傷防止

対策は，選定した重要事故シーケンスに対して有効であることが

確認でき，事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪失（外部

電源喪失＋DG喪失）＋直流電源喪失」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運

転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与

える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内にお

いて，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合で

も一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，災害対策要員にて確保可能

である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可能である。 

 

以上のことから，高圧代替注水系等による原子炉注水，残留熱除

去系（格納容器スプレイ冷却系）等による格納容器除熱等の炉心

損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに対して有効であ

ることが確認でき，事故シーケンスグループ「全交流動力電源喪

失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）」に対して有効である。 

 

 

 

 

 

解析コード及び解析条件の不確かさについて確認した結果，運

転員等操作時間に与える影響及び評価項目となるパラメータに与

える影響は小さい。また，対策の有効性が確認できる範囲内にお

いて，操作時間余裕について確認した結果，操作が遅れた場合で

も一定の余裕がある。 

重大事故等対策時に必要な要員は，運転員及び緊急時対策要員

にて確保可能である。また，必要な水源，燃料及び電源を供給可

能である。 

以上のことから，高圧原子炉代替注水系等による原子炉注水，

残留熱除去系（格納容器冷却モード）等による原子炉格納容器除

熱等の炉心損傷防止対策は，選定した重要事故シーケンスに対し

て有効であることが確認でき，事故シーケンスグループ「全交流

動力電源喪失（ＴＢＤ）」に対して有効である。 

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 

・シーケンス選定の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，ＴＢＵ

シナリオを 2.3.2 にて記

載。 

 東海第二では，ＴＢＤ

及びＴＢＵでは対策（高

圧代替注水系，代替直流

電源設備）及び事象進展

が同様であるため，同じ

シーケンスグループとし

て整理している。 
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第 2.3.3.1 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋直流電源喪失」の重大事故等対策の概略系統図(1/4) 

（原子炉注水） 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.3.2 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋直流電源喪失」の重大事故等対策の概略系統図(2/4) 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（1／3） 

（高圧代替注水系による原子炉注水段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（2／3） 

（低圧代替注水系（可搬型）による原子炉注水及び代替格納容器

スプレイ冷却系（可搬型）による格納容器冷却段階） 

 

 

 

第 2.3.3.1－1(1)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」の重大事

故等対策の概略系統図（原子炉注水） 

 

 

 

   

第 2.3.3.1－1(2)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」の重大事

故等対策の概略系統図（原子炉減圧，原子炉注

水及び原子炉格納容器冷却） 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，格納容

器スプレイ実施基準到達

により格納容器スプレイ

を実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系による格納容器除

熱実施前に格納容器ベン

トの実施基準に到達しな

いため格納容器ベントを

実施しない。 
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第 2.3.3.3 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋直流電源喪失」の重大事故等対策の概略系統図(3/4) 

（原子炉急速減圧，原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

第 2.3.3.4 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失）

＋直流電源喪失」の重大事故等対策の概略系統図(4/4) 

（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.3.2－1 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）時の重大

事故等対策の概略系統図（3／3） 

（残留熱除去系による原子炉注水及び格納容器除熱段階） 

 

第 2.3.3.1－1(3)図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」の重大

事故等対策の概略系統図（原子炉注水及び原子炉格納容器除熱） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，残留熱

除去系により原子炉注水

と原子炉格納容器除熱を

実施する。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉は，交流電

源の復旧により使用可能

となる原子炉補機冷却系

に期待している。 
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差異理由は，島根２号炉「第

2.3.3.1－2 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＤ）」の対応手順の

概要」の備考欄参照。 
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④
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備考 

 

第
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2 
図
 全

交
流
動
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電
源
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（
Ｔ
Ｂ
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，
Ｔ
Ｂ
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）
の
対
応
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順
の
概
要
 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.3.1－2 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＤ）」の対応手順の

概要」の備考欄参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ②
 

2.3.3-28
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図
 
「
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）」

の
対
応
手
順
の
概
要
 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

①島根２号炉は，直流電源喪失

時，逃がし安全弁の電源を確保

するために蓄電池を切替える。 

・設備設計及び運用の相違 

【柏崎 6/7】 

②島根２号炉は，高圧原子炉代

替注水系が機能維持できる時間

として，事象発生約 8.3 時間後

より低圧原子炉代替注水系（可

搬型）を用いて注水を実施。 

・解析条件の相違 

【柏崎 6/7】 

③島根２号炉は，格納容器スプ

レイ実施基準到達により格納容

器スプレイを実施する。 

・解析結果の相違 

【柏崎 6/7】 

④島根２号炉は，残留熱除去系

による格納容器除熱実施前に格

納容器ベントの実施基準に到達

しないため格納容器ベントを実

施しない。 
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①
 

③
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備考 

 

第 2.3.3.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失)＋直流電源喪失」の作業と所要時間（1/2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.3.1－3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＤ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 備考 

 

第 2.3.3.6 図 「全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋DG 喪失)＋直流電源喪失」の作業と所要時間（2/2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.3.1－3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＤ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備考 

 

第 2.3.2－3 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）の作業と所要時間（1／2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.3.1－3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＤ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 
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東海第二発電所 （2018.9.12 版） 備考 

 

第 2.3.2－3 図 全交流動力電源喪失（ＴＢＤ，ＴＢＵ）の作業と所要時間（2／2） 

差異理由は，島根２号炉「第

2.3.3.1－3 図 「全交流動力電

源喪失（ＴＢＤ）」の作業と所要

時間」の備考欄参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.3-33



 

島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

第 2.3.3.1－3図 「全交流動力電源喪失（ＴＢＤ）」の作業と所要時間 

・解析結果の相違に基づく差異。 

・設備設計・手順に基づく想定

時間の差異。 

・解析上考慮しない操作を含め

て実際に実施する操作につい

て要員の充足性を確認（ただ

し，事前に対応する要員を定

めることが難しい機能回復操

作を除く）。 

・体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 島根２号炉は，シミュレータ

訓練等において，中央制御室の

対応を１名にて実施可能なこと

を確認している。 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

第
2.
3.
3.
1 
表
 「

全
交

流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
DG
 喪

失
）
＋
直
流
電
源
喪
失
」
の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て

 

 

第
2.
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2－

1 
表
 全

交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｄ
，
Ｔ
Ｂ
Ｕ
）
時
に
お
け
る
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
1／

2）
 

 

第
2.
3.
3.
1－

1
表
 
「
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
Ｔ
Ｂ
Ｄ
）」

の
重
大
事
故
等
対
策
に
つ
い
て
（
１
／
３
）
 

 

本文比較表に記載の差異

以外で主要な差異につい

て記載。 

・記載方針の相違 

【柏崎 6/7】 

①島根２号炉は，既許可

の対象設備を重大事故等

対処設備として位置付け

るものを明確化してい

る。 

【東海第二】 

②島根２号炉は，重大事

故等時に設計基準対象施

設としての機能を期待す

る設備を「重大事故等対

処設備（設計基準拡張）」

と位置付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
，
②

 

②
 

①
 

2.3.3-35



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所 （2018.9.12 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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